
(57)【要約】

材料管理システムに沿って製品を搬送するチェーンセク

ションは、２つのサイドリンク間にセンターリンクを接

続するピンを含む。ピンは、ピンのシャフト部の周りに

そのシャフト部に少なくとも部分的に沿ってスリーブ部

を有してもよい。スリーブ部は、チェーンセクションの

センターリンクと係合してもよく、かつシャフト部に対

して移動可能であってもよい。スリーブ部はポリマー材

料を含んでもよい。スリーブ部はＩピン等の上に成形さ

れてもよく、またはスタッド端式（stud-ended）ピンま

たはボルト等に摺動またはプレスされてもよい。ピンは

、シャフト部上にほぼ環状の玉部材または玉部を含んで

、チェーンセクションの柔軟性を高めることができる。

ピンは、サイドリンクにおいてダイヤル回転されるかま

たは選択的に位置付けて、チェーンリンクに対するピン

の磨耗面を制御および調整することができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン を 画 成 す る よ う に 、 チ ェ ー ン
リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン で あ っ て 、
　 前 記 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も １ つ の リ ン ク と 係 合 す る 両 端 部 と 、
　 該 両 端 部 間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 と 、
　 該 シ ャ フ ト 部 の 周 り に 該 シ ャ フ ト 部 に 少 な く と も 部 分 的 に 沿 っ た ス リ ー ブ 部 で あ っ て 、
前 記 両 端 部 が 前 記 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 少 な く と も １ つ の リ ン ク と 係 合 す る と 、 前 記
チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 別 の リ ン ク と 係 合 す る よ う に 前 記 シ ャ フ ト 部 上 に 配 置 さ れ 、 該 シ ャ
フ ト 部 に 対 し て 移 動 可 能 で あ る 、 ス リ ー ブ 部 と
を 備 え る 、 チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 環 状 部 材 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る
ピ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 環 状 部 材 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 に 沿 っ て ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の チ ェ
ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 、 前 記 環 状 部 材 の 両 端 に 両 ス ペ ー サ 部 を 備 え る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の チ
ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 環 状 部 材 お よ び 前 記 両 ス ペ ー サ 部 は 単 一 ス リ ー ブ 部 を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の チ ェ
ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 部 は ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 を 含 み 、 前 記 ス リ ー ブ 部 は ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ
ー ブ 部 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 前 記 シ ャ フ ト 部 上 で 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン
ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 の 内 面 の 少 な く と も １ つ お よ び 前 記 シ ャ フ ト 部 の 外 面 に は 、 低 摩 擦 係 数
コ ー テ ィ ン グ が 施 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 金 属 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ８ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る
ピ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 、 他 の チ ェ ー ン リ ン ク と 係 合 す る 前 記 ス リ ー ブ 部 の 外 面 に 低 摩 擦 係 数
コ ー テ ィ ン グ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 前 記 シ ャ フ ト 部 上 に 成 形 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を
互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 部 に は 低 摩 擦 係 数 コ ー テ ィ ン グ が 施 さ れ 、 前 記 ス リ ー ブ 部 は 前 記 コ ー テ ィ
ン グ 上 に 成 形 さ れ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ピ ン は Ｉ ピ ン を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ピ ン は 、 ボ ル ト 式 ピ ン お よ び ス タ ッ ド の 一 方 を 含 み 、 前 記 両 端 部 の 少 な く と も 一 方
は 、 締 結 具 を 受 け 入 れ て 前 記 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク に お い て 前 記 ピ ン
を 保 持 す る 締 結 具 端 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 、 前 記 締 結 具 が 前 記 締 結 具 端 か ら 取 り 外 さ れ る と 前 記 シ ャ フ ト 部 上 に
取 り 外 し 可 能 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ス リ ー ブ 部 は 交 換 可 能 な 磨 耗 面 構 成 部 品 を 含 み 、 前 記 ス リ ー ブ 部 の 交 換 を 容 易 に す
る よ う に 前 記 ピ ン か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接
続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ピ ン の 前 記 両 端 部 お よ び 前 記 シ ャ フ ト 部 は 金 属 材 料 を 含 み 、 前 記 ス リ ー ブ 部 は ポ リ
マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン で あ っ て 、
　 第 １ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、
両 端 に ア パ ー チ ャ が 開 い て い る 少 な く と も １ つ の 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク で あ っ て 、 前 記 ア
パ ー チ ャ の 少 な く と も 一 部 を 囲 ん だ 窪 み 区 域 を 備 え る 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の チ ェ ー ン
リ ン ク と 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 ア パ ー チ ャ の そ れ ぞ れ と 、 前 記 第 １
の チ ェ ー ン リ ン ク の 開 口 と に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 第 １ の チ ェ ー ン リ ン ク を 前 記 少
な く と も １ つ の 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ る ピ ン で あ っ て 、 該 ピ ン
は 少 な く と も １ つ の ヘ ッ ド 部 と シ ャ フ ト 部 と を 有 し 、 前 記 少 な く と も １ つ の ヘ ッ ド 部 は 合
わ せ 面 を 画 成 し 、 前 記 窪 み 区 域 は 、 該 ピ ン の 前 記 ヘ ッ ド 部 の 前 記 合 わ せ 面 を 回 転 可 能 に 受
け 入 れ 、 前 記 合 わ せ 面 は 、 前 記 窪 み 区 域 と の 相 対 回 転 を 促 す よ う 該 窪 み 区 域 に 対 応 し て 形
成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 窪 み 区 域 と 係 合 し 、 前 記 チ ェ
ー ン セ ク シ ョ ン が 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る 際 に 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２ の
チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 、 ピ ン と
を 備 え る 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ア パ ー チ ャ は 、 前 記 窪 み 区 域 に 隣 接 す る 狭 小 領 域 と 、 該 狭 小 領 域 に 隣 接 す る 大 直 径
領 域 と を 有 す る ス ロ ッ ト 開 口 を 含 む 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬
送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ピ ン の 前 記 ヘ ッ ド 部 は 前 記 大 直 径 領 域 に 挿 入 可 能 で あ り 、 前 記 シ ャ フ ト 部 は 前 記 狭
小 領 域 を 通 っ て 前 記 窪 み 区 域 ま で 摺 動 可 能 で あ り 、 前 記 ヘ ッ ド 部 の 前 記 合 わ せ 面 は 、 前 記
窪 み 区 域 と 係 合 し て 前 記 ア パ ー チ ャ に 前 記 ピ ン を 保 持 す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 搬 送 シ ス
テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の ヘ ッ ド 部 は 、 間 に 前 記 シ ャ フ ト 部 が 延 び る 両 ヘ ッ ド 部 を 含 む 、 請
求 項 １ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ピ ン は 、 前 記 ヘ ッ ド 部 お よ び 該 ヘ ッ ド 部 の 反 対 側 の 締 結 具 端 を 有 す る ボ ル ト 式 ピ ン
を 含 み 、 前 記 シ ャ フ ト 部 は 前 記 締 結 具 端 と 前 記 ヘ ッ ド 部 と の 間 に 延 び る 、 請 求 項 １ ８ に 記
載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ピ ン は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 に 位 置 す る 環 状 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 搬 送 シ
ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ の チ ェ ー ン リ ン ク は 、 前 記 環 状 部 材 と 係 合 し て 該 環 状 部 材 を 部 分 的 に 受 け 入 れ
る 凹 状 ポ ケ ッ ト を 含 む 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー
ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
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　 前 記 ピ ン は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 の 周 り に 該 シ ャ フ ト 部 に 少 な く と も 部 分 的 に 沿 っ て 位 置 す
る ス リ ー ブ 部 を 備 え る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー
ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン で あ っ て 、
　 両 端 に ア パ ー チ ャ が 開 い て い る 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、
　 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 ア パ ー チ ャ に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク を
互 い に 接 続 す る ピ ン で あ っ て 、 該 ピ ン は 両 端 部 と 該 両 端 部 間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 と を 有 し
、 該 シ ャ フ ト 部 は 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ と 係 合 す る 磨 耗 面 を 画 成 し 、 該 ピ
ン は 、 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 前 記 シ ャ フ ト 部 の 前 記 磨 耗 面 を 調 整 す る よ う に 、 前 記
チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 少 な く と も ３ つ の 位 置 間 で 選 択 的 に 調 整 可 能 で あ り 、 前 記 少 な く
と も ３ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ に あ る 場 合 は 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て ほ ぼ 回 転 不 可 能 で あ
る 、 ピ ン と
を 備 え る 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ピ ン の 前 記 端 部 の 少 な く と も １ つ は 、 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ の 前 記
ア パ ー チ ャ の 対 応 す る 壁 部 と 選 択 的 に 係 合 す る 少 な く と も ３ つ の 係 合 部 を 画 成 し 、 そ れ に
よ り 、 前 記 ピ ン は 、 前 記 少 な く と も ３ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ に あ る 場 合 は 前 記 チ ェ ー ン リ ン
ク に 対 し て ほ ぼ 回 転 不 可 能 で あ る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送
す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 少 な く と も ３ つ の 係 合 部 は 、 少 な く と も ３ つ の ほ ぼ 等 サ イ ズ の 係 合 部 を 含 む 、 請 求
項 ２ ７ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 少 な く と も ３ つ の 係 合 部 は ３ つ の 係 合 部 を 含 む 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム
に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 少 な く と も ３ つ の 係 合 部 は ６ つ の 係 合 部 を 含 む 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム
に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 磨 耗 面 は 、 前 記 ピ ン の 前 記 端 部 の 前 記 少 な く と も ３ つ の 係 合 部 の そ れ ぞ れ １ つ に 対
応 す る 、 少 な く と も ３ つ の 磨 耗 面 部 を 含 み 、 前 記 ピ ン は 、 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 他 方
に 対 し て 前 記 磨 耗 面 部 を 調 整 す る よ う に 選 択 的 に 回 転 可 能 で あ り 、 該 磨 耗 面 部 の １ つ を 前
記 チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 他 方 と 選 択 的 に 係 合 さ せ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に
沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 ア パ ー チ ャ の 少 な く と も １ つ の 壁 部 は 、 前 記 係 合 部 の 少 な く と も １ つ と 係 合 し て 、
前 記 チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 少 な く と も １ つ に 対 す る 前 記 ピ ン の 回 転 を 制 限 す る 、 請 求 項 ２
７ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の ピ ン の 磨 耗 面 を 調 整 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン
は 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る よ う に な っ て お り 、 該 方 法 は 、
　 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン を 提 供 す る こ と で あ っ て 、 該 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン は 、 両 端 に ア パ ー
チ ャ が 開 い て い る 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、 該 チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 ア パ ー チ
ャ に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン で あ っ て 、 両 端 部 お
よ び 該 両 端 部 間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 を 含 む ピ ン と を 有 し 、 前 記 シ ャ フ ト 部 は 前 記 チ ェ ー ン
リ ン ク の 少 な く と も １ つ と 係 合 す る 磨 耗 面 を 画 成 す る 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン を 提 供 す る こ
と 、
　 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 前 記 ピ ン を 少 な く と も ３ つ の 位 置 の １ つ に 回 転 不 可 能 に 位
置 付 け る こ と で あ っ て 、 前 記 ピ ン は 、 前 記 少 な く と も ３ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ に あ る 場 合 は
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前 記 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て ほ ぼ 回 転 不 可 能 で あ る 、 回 転 不 可 能 に 位 置 付 け る こ と 、 お よ
び
　 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 前 記 少 な く と も ３ つ の 位 置 の 異 な る １ つ に 前 記 ピ ン を 選 択
的 に 回 転 さ せ る こ と で あ っ て 、 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 前 記 シ ャ フ ト 部 の 前 記 磨 耗 面
を 調 整 す る 、 選 択 的 に 回 転 さ せ る こ と
を 含 む 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の ピ ン の 磨 耗 面 を 調 整 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 ピ ン の 前 記 磨 耗 面 の 一 部 の 磨 耗 度 を 監 視 す る こ と 、 お よ び 前 記 ピ ン を 選 択 的 に 回 転
さ せ る こ と で あ っ て 、 そ れ に よ り 前 記 ピ ン の 前 記 磨 耗 面 の 前 記 一 部 の 磨 耗 を 制 限 す る 、 選
択 的 に 回 転 さ せ る こ と を 含 む 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の ピ ン の 磨 耗 面 を
調 整 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 少 な く と も ３ つ の 位 置 の ど れ が 選 択 さ れ た か を 示 す た め に 前 記 ピ ン に 印 を つ け る こ
と を 含 む 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の ピ ン の 磨 耗 面 を 調 整 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク で あ っ て 、 該 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ は ピ ン
係 合 領 域 を 画 成 し 、 該 ピ ン 係 合 領 域 は 第 １ の 磨 耗 面 を 画 成 す る 、 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー
ン リ ン ク と 、
　 該 チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン で あ っ て 、 両 端 部 お よ び シ ャ フ ト 部 を 有 し 、 第
２ の 磨 耗 面 を 画 成 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 磨 耗 面 の 少 な く と も 一 方 は ポ リ マ ー 材 料 を 含
む 、 ピ ン と
を 備 え る 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 ピ ン 係 合 領 域 の 少 な く と も １ つ お よ び 前 記 ピ ン に は 、 低 摩 擦 係 数 コ ー テ ィ ン グ が 施
さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 コ ー テ ィ ン グ は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 磨 耗 面 の 少 な く と も 一 方 の ダ イ ヤ モ ン ド ラ
イ ク コ ー テ ィ ン グ を 含 む 、 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ
ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク は 、 セ ン タ ー リ ン ク と 一 対 の サ イ ド リ ン ク と を 備
え 、 前 記 セ ン タ ー リ ン ク は 前 記 第 １ の 磨 耗 面 を 画 成 す る 、 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ
ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 ピ ン の 前 記 シ ャ フ ト 部 は 環 状 部 材 を 含 み 、 前 記 セ ン タ ー リ ン ク の 前 記 ピ ン の 係 合 部
は 、 前 記 環 状 部 材 と 係 合 し て 該 環 状 部 材 を 部 分 的 に 受 け 入 れ る 凹 状 の 第 １ の 磨 耗 面 を 備 え
、 前 記 環 状 部 材 は 前 記 第 ２ の 磨 耗 面 を 画 成 す る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ
て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 第 ２ の 磨 耗 面 は 前 記 ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ
て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 凹 状 の 第 １ の 磨 耗 面 は 前 記 ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム
に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 ピ ン は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 に 少 な く と も 部 分 的 に 沿 っ て ポ リ マ ー ス リ ー ブ を 備 え 、 該
ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 前 記 第 ２ の 磨 耗 面 を 画 成 す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿
っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
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　 前 記 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 前 記 シ ャ フ ト 部 に 対 し て 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の
搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 前 記 シ ャ フ ト 部 の 周 り に 取 り 外 し 可 能 に 位 置 す る 、 請 求 項 ４ ４
に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 前 記 シ ャ フ ト 部 上 に 成 形 さ れ る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 搬 送 シ ス
テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 部 は 金 属 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬
送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 前 記 シ ャ フ ト 部 に 対 し て 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の
搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 部 に は 低 摩 擦 係 数 コ ー テ ィ ン グ が 施 さ れ 、 前 記 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 前 記 コ
ー テ ィ ン グ 上 に 成 形 さ れ る 、 請 求 項 ４ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ
ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 前 記 シ ャ フ ト の 窪 み 区 域 上 に 成 形 さ れ る 、 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の
搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 、 環 状 部 お よ び ほ ぼ 円 筒 状 部 の 少 な く と も 一 方 を 備 え る 、 請 求
項 ４ ３ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 第 １ の 磨 耗 面 は 前 記 ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ
て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 磨 耗 面 は 前 記 ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ
て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク で あ っ て 、 該 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ は ピ ン
係 合 領 域 を 画 成 し 、 該 ピ ン 係 合 領 域 は 第 １ の 磨 耗 面 を 画 成 す る 、 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー
ン リ ン ク と 、
　 該 チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン で あ っ て 、 両 端 部 お よ び シ ャ フ ト 部 を 有 し 、 第
２ の 磨 耗 面 を 画 成 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 磨 耗 面 の 少 な く と も 一 方 は 交 換 可 能 な 磨 耗 面
を 備 え 、 そ れ に よ り 、 該 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 該 交 換 可 能 な 磨 耗 面 の 交 換 を 容 易 に す る よ
う に 、 前 記 チ ェ ー ン リ ン ク の 前 記 少 な く と も 一 方 か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る か 、 前 記 ピ ン か
ら 取 り 外 し 可 能 で あ る か の 少 な く と も 一 方 で あ る 、 ピ ン と
を 備 え る 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ
て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 金 属 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製
品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 第 ２ の 磨 耗 面 は 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 を 備 え る 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム
に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
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【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 前 記 ピ ン の 前 記 シ ャ フ ト 部 の 周 り に 位 置 付 け 可 能 な ス リ ー ブ
を 含 む 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 ス リ ー ブ は 、 環 状 部 材 お よ び ほ ぼ 円 筒 状 の 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 備 え る 、 請 求 項
５ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 ス リ ー ブ は 金 属 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送
す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 ス リ ー ブ は ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を
搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 第 １ の 磨 耗 面 は 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 を 備 え る 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム
に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の チ ェ ー ン リ ン ク の 端 部 の イ ン サ ー ト を
含 み 、 該 イ ン サ ー ト は 前 記 ピ ン の 前 記 シ ャ フ ト 部 と 係 合 す る 、 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の 搬 送 シ
ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 ピ ン は 前 記 シ ャ フ ト 部 に 環 状 部 材 を 備 え 、 前 記 イ ン サ ー ト は 、 前 記 環 状 部 材 と 係 合
し て 該 環 状 部 材 を 部 分 的 に 受 け 入 れ る ほ ぼ 凹 状 の 面 を 備 え る 、 請 求 項 ６ ３ に 記 載 の 搬 送 シ
ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 ピ ン 係 合 領 域 お よ び 前 記 ピ ン の 少 な く と も 一 方 に は 、 低 摩 擦 係 数 コ ー テ ィ ン グ が 施
さ れ る 、 請 求 項 ５ ４ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 コ ー テ ィ ン グ は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 磨 耗 面 の 少 な く と も 一 方 の ダ イ ヤ モ ン ド ラ
イ ク コ ー テ ィ ン グ を 含 む 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ
ー ン セ ク シ ョ ン 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン で あ
っ て 、 前 記 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン は 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る よ う に 移 動 可 能
で あ り 、 該 ピ ン は 、 シ ャ フ ト 部 と 、 該 シ ャ フ ト 部 の 少 な く と も 一 部 の 周 り に 取 り 外 し 可 能
に 位 置 す る 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 と を 備 え 、 そ れ に よ り 、 該 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 該 交 換
可 能 な 磨 耗 面 の 交 換 を 容 易 に す る よ う に 前 記 ピ ン か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 、 チ ェ ー ン セ ク
シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 部 の 少 な く と も 一 端 に 少 な く と も １ つ の 締 結 具 端 を 備 え 、 該 少 な く と も １
つ の 締 結 具 端 は 、 締 結 具 を 受 け 入 れ て 前 記 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク で 前 記 ピ ン を
保 持 す る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の
チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 締 結 具 端 の 上 お よ び 前 記 シ ャ フ ト
部 の 周 り を 取 り 外 し 可 能 に 摺 動 可 能 で あ る ス リ ー ブ 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の チ
ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は 環 状 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 ６ ９ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ
ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ １ 】
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　 前 記 環 状 部 材 と 前 記 シ ャ フ ト 部 の 少 な く と も 一 端 と の 間 で 前 記 シ ャ フ ト 部 に 少 な く と も
部 分 的 に 沿 っ て 延 び る 、 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ ス リ ー ブ を 含 む 、 請 求 項 ７ ０ に 記 載 の
チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 前 記 環 状 部 材 お よ び 前 記 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ ス リ ー ブ は 単 一 ス リ ー ブ 部 で あ る 、
請 求 項 ７ １ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び
保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 前 記 単 一 ス リ ー ブ 部 は 金 属 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ７ ２ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な
く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 前 記 単 一 ス リ ー ブ 部 の 内 面 お よ び 前 記 シ ャ フ ト 部 の 外 面 の 少 な く と も 一 方 に は 、 低 摩 擦
係 数 コ ー テ ィ ン グ が 施 さ れ る 、 請 求 項 ７ ３ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ
の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は ほ ぼ 円 筒 状 の 部 材 を 含 む 、 請 求 項 ６ ９ に 記 載 の チ ェ ー ン セ
ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 部 の 一 端 に ヘ ッ ド 部 を 備 え 、 前 記 少 な く と も １ つ の 締 結 具 端 は 、 前 記 シ ャ
フ ト 部 の 反 対 端 の 締 結 具 端 を 含 み 、 前 記 ピ ン は ボ ル ト 型 ピ ン を 含 む 、 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の
チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 締 結 具 端 は 両 締 結 具 端 を 含 み 、 前 記 ピ ン は 両 ね じ ス タ ッ ド ピ ン を
含 む 、 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続
お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は 環 状 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ
ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は ほ ぼ 円 筒 状 の 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の チ ェ ー ン
セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 に 沿 っ て 移 動 可 能 に 位 置 す る 、 請 求 項 ６
７ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る
ピ ン 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 に ほ ぼ 固 定 さ れ て 位 置 す る 、 請 求 項 ６ ７
に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ
ン 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は 金 属 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン
の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 前 記 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 は ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 、 請 求 項 ６ ７ に 記 載 の チ ェ ー ン セ ク シ
ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を 接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 搬 送 シ ス テ ム 用 の チ ェ ー ン に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 中 に 延 び る ボ
ル ト ま た は ピ ン に よ り 画 成 さ れ る 軸 を 中 心 と し た セ ン タ ー リ ン ク と 一 対 の サ イ ド リ ン ク と
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の 間 の 枢 動 （ pivotable movement） を 可 能 に す る 、 ボ ル ト 式 ま た は ピ ン 式 チ ェ ー ン に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 動 力 伝 達 用 ま た は 材 料 管 理 お よ び 処 理 シ ス テ ム 用 の チ ェ ー ン 、 例 え ば 、 処 理 工 場 、 倉 庫
等 で 経 路 に 沿 っ て 複 数 の ト ロ リ ー 等 を 移 動 さ せ る 機 能 を 果 た す チ ェ ー ン は 、 チ ェ ー ン が 所
望 の 経 路 に 沿 っ て 進 む 際 に 曲 が る 。 チ ェ ー ン は 所 望 の 経 路 に 沿 っ て 送 ら れ る と 、 経 路 に 沿
っ て 横 方 向 に 向 き を 変 え 、 か つ ／ ま た は 上 方 ま た は 下 方 に カ ー ブ す る よ う に 曲 が る こ と が
で き る 。 チ ェ ー ン が 曲 が る 際 に 、 チ ェ ー ン の リ ン ク は チ ェ ー ン の 継 手 を 画 成 す る ピ ン ま た
は ボ ル ト に 対 し て 動 く こ と が で き る 。 リ ン ク お よ び ピ ン ま た は ボ ル ト の 相 対 運 動 は 、 構 成
部 品 の 磨 耗 に つ な が り 、 最 終 的 に リ ン ク お よ び ／ ま た は ピ ン ま た は ボ ル ト の 故 障 に つ な が
る 可 能 性 が あ る 。 構 成 部 品 の １ つ ま た は 複 数 の 粗 加 工 表 面 （ 溝 加 工 、 掻 き 傷 等 に よ る ） お
よ び ／ ま た は 構 成 部 品 の 潤 滑 不 足 等 に よ り ピ ン と リ ン ク と の 間 の 摩 擦 が 大 き く な る と 、 磨
耗 が 大 き く な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 い く つ か の 状 況 で は 、 チ ェ ー ン は 、 水 平 面 か ら 上 下 約 ４ ５ ～ ６ ０ ° 傾 斜 す る よ う 調 整 せ
ね ば な ら な い 場 合 が あ る 。 こ の よ う に 傾 斜 が 急 で あ る こ と に よ り 、 チ ェ ー ン リ ン ク が カ ー
ブ に 沿 っ て 曲 が る 、 す な わ ち 屈 曲 す る 際 に 、 チ ェ ー ン リ ン ク 同 士 が 結 合 し て （ binding）
し ま う 可 能 性 が あ る 。 チ ェ ー ン の サ イ ド リ ン ク と セ ン タ ー リ ン ク と の 間 の 鍛 造 し た Ｉ ピ ン
に 形 成 さ れ た 玉 を Ｉ ピ ン チ ェ ー ン に 設 け る こ と が 知 ら れ て い る 。 Ｉ ピ ン は 、 ピ ン の 中 心 部
に 玉 ま た は 球 形 物 （ spherical shape） を 有 す る よ う に 鋳 造 さ れ る こ と が で き 、 こ れ に よ
り セ ン タ ー リ ン ク を サ イ ド リ ン ク 間 の 玉 を 中 心 と し て 枢 動 可 能 に す る こ と が で き る 。 Ｉ ピ
ン は 、 チ ェ ー ン の サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク に 対 し て 固 定 さ れ 、 こ れ は 一 般 に 「
リ ベ ッ ト レ ス チ ェ ー ン 」 と し て 既 知 で あ る 。 玉 に よ り チ ェ ー ン の さ ら な る 柔 軟 性 を も た ら
す こ と が で き る が 、 チ ェ ー ン リ ン ク が ピ ン に 対 し て 動 く と セ ン タ ー チ ェ ー ン リ ン ク に 接 触
し て 依 然 と し て 磨 耗 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 従 来 技 術 の 欠 点 を 克 服 す る 改 良 さ れ た チ ェ ー ン が 当 該 技 術 分 野 に お い て 必
要 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 柔 軟 性 を 高 め 、 か つ チ ェ ー ン リ ン ク と ピ ン と の 間 の 相 対 運
動 を 高 め る と と も に 、 チ ェ ー ン の 磨 耗 を 低 減 ま た は 制 御 し 、 あ る い は チ ェ ー ン 構 成 部 品 の
磨 耗 の 作 用 を 低 減 ま た は 制 御 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 態 様 に よ る と 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン を 画
成 す る よ う に 、 チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン は 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と
も １ つ の リ ン ク と 係 合 す る 両 端 部 と 、 両 端 部 間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 と 、 シ ャ フ ト 部 の 周 り
に 少 な く と も 部 分 的 に 沿 っ た ス リ ー ブ 部 と を 備 え る 。 ス リ ー ブ 部 は 、 両 端 部 が チ ェ ー ン セ
ク シ ョ ン の 上 記 少 な く と も １ つ の リ ン ク と 係 合 す る と 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 別 の リ ン ク
と 係 合 す る よ う に シ ャ フ ト 部 に 配 置 さ れ る 。 ス リ ー ブ 部 は シ ャ フ ト 部 に 対 し て 移 動 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 形 態 で は 、 ス リ ー ブ 部 は 、 ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の 部 材 を 備 え 、 シ ャ フ ト 部 に 沿 っ て ほ
ぼ 中 央 に 配 置 さ れ て も よ い 。 ス リ ー ブ 部 は 、 環 状 部 材 の 一 端 ま た は 両 端 に ス ペ ー サ 部 を 含
ん で も よ い 。 ピ ン の シ ャ フ ト 部 は 、 ほ ぼ 円 筒 状 で あ っ て も よ く 、 球 状 部 ま た は 玉 部 ま た は
丸 形 部 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 別 の 形 態 で は 、 シ ャ フ ト 部 は ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 を
備 え て も よ く 、 ス リ ー ブ 部 は ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー ブ 部 を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ス リ ー ブ 部 は ポ リ マ ー 材 料 を 含 ん で も よ い 。 ス リ ー ブ 部 は 、 ピ ン の シ ャ フ ト 部 上 に 成 形
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さ れ 、 ピ ン は Ｉ ピ ン ま た は ボ ル ト 式 ピ ン 等 で あ っ て も よ く 、 ス リ ー ブ 部 は 、 締 結 具 が ピ ン
の 締 結 具 端 か ら 取 り 外 さ れ る と 、 ボ ル ト 式 ピ ン ま た は ス タ ッ ド 型 ピ ン の シ ャ フ ト 部 の 上 に
摺 動 さ れ る か 、 ま た は 取 り 外 し 可 能 に 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 任 意 選 択 で 、 ス リ ー ブ 部 は 、 シ ャ フ ト 部 と 摺 動 可 能 に 係 合 す る ス リ ー ブ 部 の 内 面 に 低 摩
擦 係 数 コ ー テ ィ ン グ （ low coefficient of friction coating） を 含 ん で も よ く 、 ま た は
ス リ ー ブ 部 は 、 他 の チ ェ ー ン リ ン ク と 係 合 す る ス リ ー ブ 部 の 外 面 に 低 摩 擦 係 数 コ ー テ ィ ン
グ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン
は 、 第 １ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、 そ の 両 端 に ア パ ー チ ャ が 開 い て い る 少 な く と も １ つ の 第 ２
の チ ェ ー ン リ ン ク と 、 ピ ン と を 備 え る 。 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク は 、 ア パ ー チ ャ の 少 な く と
も 一 部 を 囲 む 窪 み 区 域 （ recessed area） を 備 え る 。 ピ ン は 、 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク の ア
パ ー チ ャ の そ れ ぞ れ １ つ と 第 １ の チ ェ ー ン リ ン ク の 開 口 と に ピ ン を 挿 入 す る こ と に よ り 、
第 １ の チ ェ ー ン リ ン ク を 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク に 接 続 す る 。 ピ ン は 、 少 な く と も １ つ の ヘ
ッ ド 部 と シ ャ フ ト 部 と を 有 し 、 ヘ ッ ド 部 は 合 わ せ 面 を 画 成 す る 。 窪 み 区 域 は 、 ピ ン の ヘ ッ
ド 部 の 合 わ せ 面 を 回 転 可 能 に 受 け 入 れ る 。 合 わ せ 面 は 、 窪 み 区 域 に 対 応 し て 形 成 さ れ て 、
窪 み 区 域 と の 相 対 回 転 を 促 す 。 合 わ せ 面 は 、 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク の 窪 み 区 域 と 係 合 し 、
チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン が 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る 際 に 第 ２ の チ ェ ー ン リ ン ク に
対 し て 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ア パ ー チ ャ は 、 窪 み 区 域 に 隣 接 し た 狭 小 領 域 （ narrowed region） と 、 狭 小 領 域 に 隣 接
し た 大 直 径 領 域 （ larger diameter region） と を 有 す る ス ロ ッ ト 開 口 と を 含 む こ と が で き
る 。 ピ ン の ヘ ッ ド 部 は 大 直 径 領 域 に 挿 入 可 能 で あ り 、 シ ャ フ ト 部 は 、 狭 小 領 域 を 通 っ て 窪
み 区 域 ま で 摺 動 可 能 で あ り 、 そ れ に よ り ヘ ッ ド 部 の 合 わ せ 面 が 窪 み 区 域 と 係 合 し て ア パ ー
チ ャ 内 に ピ ン が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン
は 、 両 端 に ア パ ー チ ャ が 開 い て い る 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、 チ ェ ー ン リ ン ク
の ア パ ー チ ャ に 挿 入 さ れ る こ と に よ り チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン と を 備 え る 。
ピ ン は 、 両 端 部 と 、 両 端 部 間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 と を 備 え る 。 シ ャ フ ト 部 は 、 チ ェ ー ン リ
ン ク の 少 な く と も １ つ と 係 合 す る 磨 耗 面 を 画 成 す る 。 ピ ン は 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 す る シ
ャ フ ト 部 の 磨 耗 面 を 調 整 す る た め に チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 少 な く と も ３ つ の 位 置 間 で 選
択 的 に 調 整 可 能 で あ る 。 ピ ン は 、 少 な く と も ３ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ に あ る 場 合 は チ ェ ー ン
リ ン ク に 対 し て ほ ぼ 回 転 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ピ ン の 端 部 の 少 な く と も １ つ は 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ の ア パ ー チ ャ の 対 応
す る 壁 部 と 選 択 的 に 係 合 す る 少 な く と も ３ つ の 係 合 部 を 画 成 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り
ピ ン は 、 少 な く と も ３ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ に あ る 場 合 に は 、 係 合 部 の 少 な く と も い く つ か
を 壁 部 の 少 な く と も い く つ か と 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て ほ ぼ 回 転
不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の ピ ン の 磨 耗 面 を 調 整 す る 方 法 は 、 そ
の 両 端 に ア パ ー チ ャ が 開 い て い る 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、 チ ェ ー ン リ ン ク の
ア パ ー チ ャ に ピ ン を 挿 入 す る こ と に よ り チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン と を 有 す る
チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン を 設 け る こ と を 含 む 。 ピ ン は 、 両 端 部 と 両 端 部 間 に 延 び る シ ャ フ ト 部
と を 備 え る 。 シ ャ フ ト 部 は 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ と 係 合 す る 磨 耗 面 を 画 成 す
る 。 ピ ン は 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 少 な く と も ２ つ の 位 置 の う ち の １ つ に 回 転 不 可 能 に
位 置 す る 。 ピ ン は 、 少 な く と も ２ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ に あ る 場 合 は チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し
て ほ ぼ 回 転 不 可 能 で あ る 。 ピ ン は 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 す る 上 記 少 な く と も ２ つ の 位 置 の
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う ち の 別 の １ つ に 選 択 的 に 回 転 さ れ て 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て シ ャ フ ト 部 の 磨 耗 面 を 調
整 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ピ ン の 磨 耗 度 は 監 視 さ れ て も よ く 、 ピ ン は 、 上 記 少 な く と も ２ つ の 位 置 に 対 応 す る ピ ン
の 磨 耗 面 の 磨 耗 を 制 限 ま た は 制 御 す る た め に 選 択 的 に 回 転 さ れ て も よ い 。 ピ ン は 、 上 記 少
な く と も ２ つ の 位 置 の う ち の ど の 位 置 が 選 択 さ て 使 用 さ れ て い る か を 示 す た め に 印 を つ け
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 形 態 に よ る と 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク
シ ョ ン は 、 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、 チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン と
を 備 え る 。 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ は ピ ン 係 合 領 域 を 画 成 す る 。 ピ ン 係 合 領 域 は
第 １ の 磨 耗 面 を 画 成 す る 。 ピ ン は 、 両 端 部 と シ ャ フ ト 部 と を 有 し 、 第 ２ の 磨 耗 面 を 画 成 す
る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 磨 耗 面 の 少 な く と も １ つ は ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ピ ン 係 合 領 域 お よ び ピ ン の 少 な く と も １ つ は 、 低 摩 擦 係 数 コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 。 コ ー
テ ィ ン グ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 磨 耗 面 の 少 な く と も 一 方 に ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク コ ー テ ィ ン
グ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン
は 、 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク と 、 チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 接 続 す る ピ ン と を 備 え
る 。 チ ェ ー ン リ ン ク の 少 な く と も １ つ は ピ ン 係 合 領 域 を 画 成 す る 。 ピ ン 係 合 領 域 は 第 １ の
磨 耗 面 を 画 成 す る 。 ピ ン は 、 両 端 部 と シ ャ フ ト 部 と を 有 し 、 第 ２ の 磨 耗 面 を 画 成 す る 。 第
１ お よ び 第 ２ の 磨 耗 面 の 少 な く と も 一 方 は 交 換 可 能 な 磨 耗 面 を 備 え 、 そ れ に よ り 、 交 換 可
能 な 磨 耗 面 は 、 交 換 可 能 な 磨 耗 面 の 交 換 を 容 易 に す る よ う に 、 上 記 少 な く と も １ つ の チ ェ
ー ン リ ン ク か ら 取 り 外 し 可 能 で あ り 、 か つ ／ ま た は ピ ン か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は ポ リ マ ー 材 料 を 含 ん で も よ い 。 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 ピ ン の シ ャ フ
ト 部 の 周 り に 位 置 付 け 可 能 な ス リ ー ブ を 備 え て も よ い 。 ス リ ー ブ は 環 状 部 材 を 備 え て も よ
い 。 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 上 記 少 な く と も １ つ の チ ェ ー ン リ ン ク の 端 部 に お け る イ ン サ ー
ト を 備 え て も よ く 、 そ れ に よ り イ ン サ ー ト は ピ ン の シ ャ フ ト 部 と 係 合 す る 。 ピ ン 係 合 領 域
お よ び ／ ま た は ピ ン は 、 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 磨 耗 面 に お い て テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ）
コ ー テ ィ ン グ ま た は ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク コ ー テ ィ ン グ （ diamond like coating） 等 の 低 摩
擦 係 数 コ ー テ ィ ン グ を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 少 な く と も ２ つ の チ ェ ー ン リ ン ク を
接 続 お よ び 保 持 す る ピ ン は 、 シ ャ フ ト 部 と 、 シ ャ フ ト 部 の 少 な く と も 一 部 の 周 り に 取 り 外
し 可 能 に 位 置 す る 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 と を 備 え る 。 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン は 、 搬 送 シ ス テ
ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る よ う 移 動 可 能 で あ る 。 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 交 換 可 能 な 磨 耗 面
の 交 換 を 容 易 に す る よ う に ピ ン か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ピ ン は 、 チ ェ ー ン リ ン ク に お い て ピ ン を 保 持 す る よ う に 締 結 具 を 受 け 入 れ る 少 な く と も
１ つ の 締 結 部 を 、 ピ ン の 少 な く と も 一 端 に 備 え る こ と が で き る 。 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 締
結 具 が 締 結 部 か ら 取 り 外 さ れ る と 、 締 結 部 に お い て 交 換 可 能 な 磨 耗 面 を シ ャ フ ト 部 か ら 摺
動 着 脱 す る （ sliding the replaceable wear surface off from and onto the shaft por
tion） す る こ と に よ り 、 取 り 外 し 可 能 か つ 交 換 可 能 で あ っ て も よ い 。 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は
、 環 状 部 材 ま た は ほ ぼ 円 筒 状 の 部 材 等 を 備 え て も よ い 。 交 換 可 能 な 磨 耗 面 は 、 金 属 材 料 ま
た は ポ リ マ ー 材 料 を 含 ん で も よ く 、 低 摩 擦 係 数 材 料 ま た は コ ー テ ィ ン グ で コ ー テ ィ ン グ さ
れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 形 態 に よ る と 、 チ ェ ー ン 用 の Ｉ ピ ン は 、 両 ヘ ッ ド 部 と シ ャ フ ト 部 と
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を 含 む 。 単 一 の ポ リ マ ー ス リ ー ブ が 、 Ｉ ピ ン の シ ャ フ ト 部 の 少 な く と も 一 部 の 周 り に 移 動
可 能 に 位 置 す る 。 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 、 シ ャ フ ト 部 の 周 り を 回 転 ま た は 摺 動 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス リ ー ブ は 、 シ ャ フ ト 部 上 に 成 形 さ れ て 、 成 形 さ れ た 後 に 外 す （ broken free） こ と が
で き 、 し た が っ て 、 Ｉ ピ ン の シ ャ フ ト 部 の 周 り を ほ ぼ 自 由 に 回 転 可 能 で あ っ て よ い 。 ス リ
ー ブ は 、 Ｉ ピ ン の シ ャ フ ト 部 の 単 一 ポ リ マ ー 構 成 部 品 を 、 チ ェ ー ン の セ ン タ ー リ ン ク お よ
び ／ ま た は サ イ ド リ ン ク と 係 合 さ せ る 。 ス リ ー ブ は 、 耐 久 性 の あ る ポ リ マ ー 材 料 で 成 形 さ
れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 任 意 選 択 で 、 Ｉ ピ ン の シ ャ フ ト 部 は 、 シ ャ フ ト 部 の 周 り で ス リ ー ブ を 緩 め る か ま た は 外
す こ と を 容 易 に す る 平 滑 外 面 を 有 し て も よ い 。 低 摩 擦 係 数 面 ま た は 材 料 を 、 ス リ ー ブ と ピ
ン と の 間 、 お よ び ／ ま た は ス リ ー ブ と チ ェ ー ン リ ン ク と の 間 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 形 態 で は 、 ポ リ マ ー ス リ ー ブ は 、 ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の 玉 部 材 を ピ ン の シ ャ フ ト 部 に
設 け る よ う に 、 ほ ぼ 球 状 に 成 形 さ れ て も よ い 。 別 の 形 態 で は 、 ピ ン の シ ャ フ ト 部 は ス リ ー
ブ が ピ ン の 玉 部 材 の 上 に 成 形 さ れ る よ う に 玉 部 材 を 含 ん で も よ い 。 別 の 形 態 で は 、 ス リ ー
ブ は 、 ピ ン の ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 の 上 に 成 形 さ れ た ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー ブ で あ っ て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 Ｉ ピ ン を 形 成 す る 方 法 は 、 シ ャ フ ト 部 を 有 す る ピ ン を 形 成
す る こ と 、 お よ び Ｉ ピ ン の シ ャ フ ト 部 上 に ポ リ マ ー ス リ ー ブ 部 を 成 形 す る こ と を 含 む 。 ス
リ ー ブ 部 は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー ブ 部 で あ っ て も よ く 、 ピ ン の シ ャ フ ト 部 上 に 成 形 さ れ た
ほ ぼ 球 状 の 玉 部 材 で あ っ て も よ い 。 ス リ ー ブ 部 は 、 ピ ン の シ ャ フ ト 部 か ら 外 す こ と が で き
る た め 、 ス リ ー ブ 部 は シ ャ フ ト 部 に 移 動 可 能 ま た は 摺 動 可 能 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 柔 軟 性 お よ び 磨 耗 寿 命 を 改 善 す る こ と が
で き る ピ ン 部 材 ま た は ピ ン を 提 供 す る 。 ピ ン は 、 ピ ン の シ ャ フ ト 部 の 周 り に 移 動 可 能 な ス
リ ー ブ 部 を 有 す る こ と に よ り 、 ピ ン お よ び チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の チ ェ ー ン リ ン ク の 摩 擦 お
よ び 磨 耗 が 低 減 さ れ て も よ い 。 ピ ン は 、 ピ ン の シ ャ フ ト 部 に 、 ま た は シ ャ フ ト 部 上 に 、 玉
部 材 ま た は 環 状 部 材 を 含 ん で も よ く 、 セ ン タ ー リ ン ク は 、 玉 部 材 と 係 合 す る 凹 状 係 合 面 を
含 ん で 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 柔 軟 性 を 高 め て も よ い 。 本 発 明 は 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に
沿 っ て 進 ん で 曲 が る 際 に チ ェ ー ン リ ン ク 内 で 回 転 す る 回 転 可 能 な ピ ン を 提 供 す る こ と が で
き る 。 任 意 選 択 で 、 チ ェ ー ン は 、 ピ ン の 磨 耗 を 制 御 し 、 ピ ン の ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す よ
う に 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 す る ２ つ 以 上 の ほ ぼ 固 定 さ れ た 向 き の 間 で 選 択 的 に 回 転 ま た は
ダ イ ヤ ル 回 転 （ dialed） さ せ る こ と が で き る 。 任 意 選 択 で 、 ピ ン ま た は チ ェ ー ン リ ン ク の
１ つ ま た は 複 数 は 、 ポ リ マ ー 材 料 を 含 む 磨 耗 面 を 有 し て も よ く 、 磨 耗 面 は ピ ン と チ ェ ー ン
リ ン ク と の 間 の 摩 擦 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ポ リ マ ー 磨 耗 面 は 、 セ ン タ ー リ ン ク の 一 端
に お け る ポ リ マ ー イ ン サ ー ト で あ っ て も よ く 、 ま た は ピ ン の シ ャ フ ト 部 の 周 り に 成 形 さ れ
る か ま た は 位 置 す る ポ リ マ ー ス リ ー ブ 部 で あ っ て も よ い 。 ピ ン は 、 Ｉ ピ ン 型 の チ ェ ー ン ピ
ン 、 ボ ル ト 型 の チ ェ ー ン ピ ン 、 ま た は 両 ね じ （ double ended） ス タ ッ ド 型 の チ ェ ー ン ピ ン
を 含 ん で も よ く 、 シ ャ フ ト 部 に ほ ぼ 球 状 の 玉 部 材 ま た は 環 状 部 材 を 含 ん で 、 チ ェ ー ン セ ク
シ ョ ン の 柔 軟 性 を 高 め て も よ い 。 任 意 選 択 で 、 ピ ン お よ び ／ ま た は チ ェ ー ン リ ン ク は 、 ピ
ン お よ び ／ ま た は チ ェ ー ン リ ン ク 全 体 を 交 換 す る 必 要 な く １ つ ま た は 複 数 の 磨 耗 面 の 交 換
を 容 易 に す る よ う に 、 交 換 可 能 な 磨 耗 面 部 材 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の こ れ ら お よ び 他 の 目 標 、 利 点 、 目 的 、 お よ び 特 徴 は 、 図 面 と と も に 以 下 の 明 細
書 を 読 め ば 明 ら か と な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 次 に 、 図 面 お よ び そ れ に 示 さ れ る 例 示 的 実 施 形 態 を 参 照 す る と 、 材 料 管 理 ま た は 処 理 シ
ス テ ム 等 の よ う な 搬 送 シ ス テ ム に 沿 っ て 製 品 を 搬 送 す る た め の チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ
ク シ ョ ン １ ０ は 、 一 対 の サ イ ド リ ン ク １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク １ ４ （ 図 １
～ 図 ３ ） を 含 む 。 セ ン タ ー リ ン ク １ ４ は 、 両 ね じ ス タ ッ ド ま た は ス タ ッ ド 型 ピ ン １ ６ に よ
り サ イ ド リ ン ク １ ２ ａ と １ ２ ｂ と の 間 に 保 持 さ れ 、 ピ ン １ ６ は 、 セ ン タ ー リ ン ク １ ４ の 中
心 領 域 １ ４ ａ お よ び 各 サ イ ド リ ン ク １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の 開 口 １ ３ を 通 っ て 延 び 、 対 応 す る 締
結 具 ま た は ナ ッ ト １ ８ に よ り そ こ に 保 持 さ れ る 。 ス タ ッ ド １ ６ は 、 ス タ ッ ド １ ６ の シ ャ フ
ト 部 １ ６ ａ の ほ ぼ 中 間 点 ま た は 中 間 領 域 に 位 置 す る ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の 玉 部 材 ２ ０ を 含
む 。 当 該 技 術 分 野 で 既 知 の よ う に 、 チ ェ ー ン １ ０ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 搬 送 シ ス テ ム の 周
り で 一 続 き の ル ー プ を 成 す 複 数 の リ ン ケ ー ジ を 含 む 。 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 チ ェ ー ン
の リ ン ケ ー ジ の １ つ の セ ク シ ョ ン ま た は セ ッ ト の み を 図 示 し 、 本 明 細 書 で 説 明 す る が 、 チ
ェ ー ン の 他 の リ ン ケ ー ジ も ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス タ ッ ド １ ６ は 、 中 心 部 ま た は シ ャ フ ト 部 １ ６ ａ と 、 一 対 の 対 向 す る ね じ 部 ま た は 締 結
部 ま た は 端 部 １ ６ ｂ と を 含 む 。 ね じ 部 １ ６ ｂ は 、 シ ャ フ ト 部 １ ６ ａ よ り も 小 さ い 直 径 を 有
し 、 中 心 部 １ ６ ａ の 端 部 が 、 締 結 具 １ ８ を ス タ ッ ド １ ６ に 締 め 付 け た 際 の 締 結 具 １ ８ に 対
す る 、 ま た は サ イ ド リ ン ク １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ そ れ ぞ れ の 内 側 に 対 し て 当 接 す る 、 当 接 面 １ ６
ｃ を 提 供 し て 、 チ ェ ー ン が 組 み 立 て ら れ た 際 に サ イ ド リ ン ク 間 の 間 隔 を 維 持 す る よ う に す
る 。 ス タ ッ ド １ ６ は 、 材 料 管 理 シ ス テ ム 等 の チ ェ ー ン の 従 来 の ス タ ッ ド ま た は ピ ン と 同 様
に 、 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ま た は 鉄 等 の 金 属 材 料 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 玉 部 材 ２ ０ は 、 ス タ ッ ド １ ６ の 一 部 と し て 一 体 形 成 さ れ て も よ く 、 ま た は シ ャ フ ト 部 １
６ ａ に プ レ ス 嵌 め ま た は 他 の 方 法 で 固 定 さ れ て 、 ス タ ッ ド １ ６ の 中 心 領 域 に 玉 部 材 ２ ０ の
位 置 を 維 持 し て も よ い 。 し か し な が ら 、 そ う で な け れ ば 、 玉 部 材 ２ ０ を ス タ ッ ド １ ６ の シ
ャ フ ト 部 １ ６ ａ に 緩 く 嵌 め 、 ス タ ッ ド １ ６ に 沿 っ て 摺 動 さ せ る か ス タ ッ ド １ ６ の 周 り を 回
転 さ せ る こ と も で き 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 玉 部 材 ２ ０ は 、
金 属 材 料 あ る い は プ ラ ス チ ッ ク ま た は ポ リ マ ー 材 料 を 含 ん で も よ い 。 セ ン タ ー リ ン ク １ ４
は 、 ほ ぼ 楕 円 形 ま た は 細 長 い リ ン グ で あ り 、 そ の 各 端 に 内 側 に 湾 曲 し た ま た は 凹 状 の 合 わ
せ 面 ま た は 係 合 面 １ ４ ｂ （ 図 ２ お よ び 図 ３ ） を 含 み 、 こ こ に 玉 部 材 ２ ０ を 係 合 さ せ て 部 分
的 に 受 け 入 れ て 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 玉 部 材 ２ ０ で セ ン タ ー リ ン ク
１ ４ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 玉 部 材 ２ ０ は 、 玉 部 材 ２ ０ に 沿 っ た 凹 状 面 １ ４ ｂ の 摺 動 係 合 に よ る セ ン タ
ー リ ン ク １ ４ の 枢 動 を 可 能 に す る 。 こ れ に よ り 、 ボ ル ト 式 チ ェ ー ン １ ０ に さ ら な る 柔 軟 性
が 与 え ら れ 、 チ ェ ー ン の リ ン ク ま た は 継 手 が 結 合 さ れ る こ と な く 、 ボ ル ト 式 チ ェ ー ン １ ０
を 搬 送 経 路 の よ り 急 な 垂 直 カ ー ブ に 適 応 さ せ る （ negotiate） こ と が で き る 。 玉 部 材 お よ
び そ れ に 対 応 し て 形 成 さ れ る 凹 状 面 は 、 こ の よ う に し て 、 ほ ぼ 一 定 の 表 面 積 に わ た っ て 負
荷 を 分 配 す る こ と が で き る た め 、 従 来 の チ ェ ー ン が 垂 直 方 向 の 上 り 傾 斜 お よ び 下 り 傾 斜 に
応 じ て 関 節 運 動 す る （ articulate through） 場 合 に 通 常 生 じ る 応 力 集 中 が 低 減 す る か 、 ま
た は 実 質 的 に な く な る 。 玉 部 材 と 凹 状 面 と の 係 合 は 、 従 来 の ボ ル ト 式 チ ェ ー ン よ り も 広 い
表 面 積 に わ た っ て チ ェ ー ン リ ン ク と ス タ ッ ド ま た は ピ ン と の 間 に 負 荷 を 分 配 す る よ う 機 能
す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 ボ ル ト お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 磨 耗 が 低 減 し 、 チ ェ ー ン
の 保 守 を 減 ら し て ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 図 ４ ～ 図 ６ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン １ １ ０ は 、 一 対 の サ
イ ド リ ン ク １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク １ １ ４ を 含 む 。 セ ン タ ー リ ン ク １
１ ４ は 、 ボ ル ト ま た は ボ ル ト 式 ピ ン １ １ ６ に よ り サ イ ド リ ン ク １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ の 対 応
す る 端 部 間 に 保 持 さ れ 、 ボ ル ト １ １ ６ は 、 対 応 す る 開 口 １ １ ３ と セ ン タ ー リ ン ク １ １ ４ の
中 心 領 域 １ １ ４ ａ と を 通 っ て 延 び る 。 ボ ル ト １ １ ６ は 、 シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ と 、 ナ ッ ト １
８ を 螺 合 す る よ う 受 け 入 れ て チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 保 持 す る ね じ 部 ま た は ね じ 端 １ １ ６
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ｂ と 、 ね じ 端 １ １ ６ ｂ と は 反 対 側 の 端 の ヘ ッ ド ま た は ヘ ッ ド 部 １ １ ６ ｃ と を 含 む 。 ボ ル ト
１ １ ６ は さ ら に 、 ほ ぼ 球 状 ま た は ほ ぼ 環 状 の 玉 部 材 １ ２ ０ を 含 み 、 玉 部 材 １ ２ ０ は ボ ル ト
１ １ ６ の シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ 上 に 摺 動 す る こ と が で き る 。 セ ン タ ー リ ン ク １ ４ と 同 様 に 、
セ ン タ ー リ ン ク １ １ ４ は 、 そ の 各 端 に 曲 面 ま た は 凹 状 面 １ １ ４ ｂ を 有 す る ほ ぼ 細 長 い リ ン
グ で あ り 、 玉 部 材 １ ２ ０ を 係 合 さ せ て 部 分 的 に 受 け 入 れ て 、 玉 部 材 １ ２ ０ 上 に セ ン タ ー リ
ン ク １ １ ４ を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 玉 部 材 １ ２ ０ は 、 ボ ル ト １ １ ６ に 沿 っ て 緩 く 嵌 め て 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 組 み 立 て を 容 易
に し 、 か つ チ ェ ー ン リ ン ク が 搬 送 経 路 に 適 応 し て 移 動 す る （ negotiate through） 際 に 玉
部 材 １ ２ ０ が 、 し た が っ て セ ン タ ー リ ン ク １ １ ４ が サ イ ド リ ン ク 間 で 動 く よ う に す る こ と
が で き る 。 任 意 選 択 で 、 玉 部 材 １ ２ ０ は 、 シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ を ぴ っ た り と 受 け 入 れ て も
よ く 、 ま た は シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ に プ レ ス 嵌 め さ れ て 玉 部 材 １ ２ ０ が ボ ル ト １ １ ６ の シ ャ
フ ト 部 １ １ ６ ａ 上 の 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る よ う に し て も よ い 。 玉 部 材 １ ２ ０ は ボ ル ト １ １
６ の 磨 耗 面 を 画 成 す る た め 、 玉 部 材 １ ２ ０ は シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ 上 に 取 り 外 し 可 能 に 位 置
し て 、 ボ ル ト 式 ピ ン 全 体 を 交 換 せ ず に 玉 部 材 お よ び 磨 耗 面 を 交 換 で き る こ と に よ り チ ェ ー
ン 構 成 部 品 の 保 守 お よ び 交 換 費 用 が 削 減 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 任 意 選 択 で 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン １ １ ０
’ は 、 サ イ ド リ ン ク １ １ ２ ａ 、 １ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク １ １ ４ を 含 む 。 セ ン タ ー
リ ン ク １ １ ４ は 、 ボ ル ト ま た は ボ ル ト 式 ピ ン １ １ ６ ’ に よ り サ イ ド リ ン ク １ １ ２ ａ 、 １ １
２ ｂ の 対 応 す る 端 部 間 に 保 持 さ れ 、 ボ ル ト １ １ ６ ’ は 、 対 応 す る 開 口 １ １ ３ と セ ン タ ー リ
ン ク １ １ ４ の 中 心 領 域 １ １ ４ ａ と を 通 っ て 延 び る 。 ボ ル ト １ １ ６ ’ は 、 シ ャ フ ト 部 １ １ ６
ａ ’ と 、 ナ ッ ト １ １ ８ ’ を 螺 合 す る よ う 受 け 入 れ て チ ェ ー ン リ ン ク を 互 い に 保 持 す る ね じ
部 ま た は ね じ 端 １ １ ６ ｂ ’ と 、 ね じ 端 １ １ ６ ｂ ’ と は 反 対 側 の 端 の ヘ ッ ド ま た は ヘ ッ ド 部
１ １ ６ ｃ ’ と を 含 む 。 ボ ル ト １ １ ６ ’ は さ ら に 、 ス リ ー ブ 部 あ る い は ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ
ー サ （ spacer-ball-spacer） 組 立 体 ま た は 部 材 ま た は 部 １ １ ９ （ 図 ８ ） を 含 み 、 こ れ は 、
ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の 玉 部 材 ま た は 玉 部 １ ２ ０ ’ と 、 玉 部 材 １ ２ ０ ’ の 両 端 に 位 置 す る ほ
ぼ 円 筒 状 の ス ペ ー サ ま た は ス リ ー ブ １ ２ １ と を 含 ん で も よ い 。 上 述 の よ う に 、 セ ン タ ー リ
ン ク １ １ ４ は 、 そ の 各 端 に 曲 面 ま た は 凹 状 面 １ １ ４ ｂ を 有 す る ほ ぼ 細 長 い リ ン グ で あ っ て
よ く 、 玉 部 材 １ ２ ０ ’ を 部 分 的 に 受 け 入 れ て 、 玉 部 材 １ ２ ０ ’ 上 に セ ン タ ー リ ン ク １ １ ４
を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス リ ー ブ 部 １ １ ９ は 、 ボ ル ト １ １ ６ ’ の シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ ’ 上 に 摺 動 さ れ て も よ く 、
ま た は シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ ’ 上 に 成 形 さ れ て も よ い 。 ス リ ー ブ 部 １ １ ９ は 、 鋼 等 の 金 属 材
料 を 含 ん で も よ く 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 材 料 ま た は ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク コ ー テ ィ ン グ （
diamond like coating/Ｄ Ｌ Ｃ ） あ る い は 他 の 適 当 な 低 摩 擦 材 料 等 の 低 摩 擦 係 数 材 料 ま た
は 滑 ら か な 材 料 を 用 い る な ど し て 処 理 ま た は コ ー テ ィ ン グ し て も よ く 、 こ れ に よ り ス リ ー
ブ 部 １ １ ９ が 、 ボ ル ト す な わ ち ピ ン １ １ ６ の シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ に 沿 っ て 高 い 耐 久 性 を 有
す る 滑 り 磨 耗 面 （ slick wear surface） ま た は 係 合 面 を 提 供 す る よ う に す る 。 任 意 選 択 で
、 ス リ ー ブ 部 １ １ ９ は 、 ポ リ マ ー 材 料 を 含 ん で も よ く 、 金 属 材 料 を 含 ん で も よ い シ ャ フ ト
部 １ １ ６ ａ 上 に 摺 動 ま た は 成 形 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス リ ー ブ 部 １ １ ９ は 、 ボ ル ト １ １ ６ ’ に 沿 っ て 緩 く 嵌 め て 、 チ ェ ー ン の 組 み 立 て を 容 易
に し 、 か つ チ ェ ー ン リ ン ク が 搬 送 経 路 に 従 っ て 移 動 す る 際 に 玉 部 材 １ ２ ０ ’ お よ び ス ペ ー
サ ま た は ス リ ー ブ １ ２ １ に 、 し た が っ て セ ン タ ー リ ン ク １ １ ４ に サ イ ド リ ン ク 間 を 移 動 さ
せ る よ う に す る こ と が で き る 。 ス リ ー ブ 部 １ １ ９ は 、 玉 部 材 １ ２ ０ ’ の 一 端 ま た は 両 端 で
シ ャ フ ト １ １ ６ ａ ’ の 周 り に ま た は シ ャ フ ト １ １ ６ ａ ’ に 沿 っ て 位 置 す る 中 空 の ス ペ ー サ
リ ン グ ま た は ス リ ー ブ １ ２ １ を 含 ん で 、 ピ ン １ １ ６ ａ ’ の シ ャ フ ト １ １ ６ ａ ’ の ほ ぼ 中 心
領 域 に 玉 部 材 １ ２ ０ ’ を 維 持 し て も よ い 。 ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構 成 ま た は 組 立 体 は 、
単 一 部 材 と し て 形 成 し て も よ く （ 図 ８ に 示 す よ う に ） 、 ま た は シ ャ フ ト 部 １ １ ６ ａ ’ 上 に

10

20

30

40

50

(14) JP 2005-519826 A 2005.7.7



摺 動 す る 別 個 の 構 成 部 品 （ １ つ ま た は ２ つ の ス ペ ー サ お よ び 玉 部 材 ） で あ っ て も よ く 、 こ
れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構 成 を 単 一 構 造
体 に す る こ と に よ り 、 ボ ル ト の 組 み 立 て お よ び 磨 耗 面 ／ 玉 部 材 の 保 守 お よ び 交 換 （ 必 要 な
場 合 ） を 実 質 的 に 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う な ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構 成 は 、 ピ ン の シ ャ フ ト の 中 心 領 域 に 玉 部 材 を 維 持
す る の に 役 立 つ と と も に 、 シ ャ フ ト を 中 心 と し た 玉 部 材 の ほ ぼ 自 由 な 回 転 運 動 を 可 能 に す
る 。 こ れ は 、 チ ェ ー ン が そ の 搬 送 経 路 に 沿 っ て 曲 が り 移 動 す る 際 に 、 玉 部 材 を セ ン タ ー リ
ン ク １ １ ４ の 窪 み １ １ ４ ｂ と 位 置 合 わ せ し て 保 つ の に 役 立 つ 。 ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 組
立 体 は ピ ン 全 体 を 交 換 せ ず に 交 換 す る こ と が で き る た め 、 こ の ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構
成 に よ り 、 ピ ン の 磨 耗 部 が 低 費 用 で 交 換 で き る よ う に も な る 。 例 え ば 、 ナ ッ ト を 取 り 外 し
て 、 ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構 造 体 （ 好 ま し く は 単 一 構 造 体 ） を ボ ル ト か ら 摺 動 さ せ て 外
し て 交 換 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 ボ ル ト 式 ピ ン 全 体 を 交 換 せ ず に ボ ル ト 式 ピ ン に 新
た な 磨 耗 面 （ 新 た な 玉 部 材 ） が 設 け ら れ る 。 こ れ は 、 特 に ピ ン が ス テ ン レ ス 鋼 ま た は 他 の
高 価 な 材 料 で 形 成 さ れ て い る 場 合 が あ り 、 し た が っ て 交 換 に 費 用 が か か る 可 能 性 が あ る 用
途 に お い て 、 大 幅 な 費 用 節 減 を も た ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 図 ９ お よ び 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ２ １ ０ は 、 一
対 の サ イ ド リ ン ク ２ １ ５ 、 ２ １ ２ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ２ １ ４ を 含 む 。 セ ン タ ー リ ン ク
２ １ ４ は 、 ね じ ま た は ボ ル ト 式 ピ ン ２ １ ６ に よ り サ イ ド リ ン ク ２ １ ５ と ２ １ ２ と の 間 に 保
持 さ れ 、 ピ ン ２ １ ６ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ２ １ ４ の 中 心 領 域 ２ １ ４ ａ と 、 サ イ ド リ ン ク ２ １
５ の 開 口 ２ １ ５ ａ お よ び サ イ ド リ ン ク ２ １ ２ の 開 口 ２ １ ３ と を 通 っ て 延 び 、 対 応 す る 締 結
具 ま た は ナ ッ ト ２ １ ８ に よ り そ れ ら の 中 を 通 し て 保 持 さ れ る 。 ね じ 式 ピ ン ２ １ ６ は 、 ね じ
式 ピ ン ２ １ ６ の ほ ぼ 中 間 部 ま た は 中 間 領 域 に 位 置 す る ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の 玉 部 材 ２ ２ ０
を 含 む 。 当 該 技 術 分 野 で 既 知 の よ う に 、 チ ェ ー ン １ ０ と 同 様 に 、 チ ェ ー ン ２ １ ０ は 、 互 い
に 接 続 さ れ て 搬 送 シ ス テ ム の 周 り で 一 続 き の ル ー プ を 成 す 複 数 の リ ン ケ ー ジ を 含 む 。 説 明
を 簡 単 に す る た め に 、 チ ェ ー ン の リ ン ケ ー ジ の セ ッ ト の う ち １ つ の セ ッ ト の み を 図 示 し 、
本 明 細 書 で 説 明 す る が 、 チ ェ ー ン の 他 の リ ン ケ ー ジ も ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ね じ 式 ピ ン ２ １ ６ は 、 中 心 部 ま た は シ ャ フ ト 部 ２ １ ６ ａ と 、 シ ャ フ ト 部 ２ １ ６ ａ の 一 端
に ね じ 部 ２ １ ６ ｂ と 、 シ ャ フ ト ２ １ ６ ａ の 他 端 に ヘ ッ ド ま た は ヘ ッ ド 部 ２ １ ６ ｃ と を 含 む
。 ね じ 部 ２ １ ６ ｂ は 、 中 心 部 ま た は シ ャ フ ト ２ １ ６ ａ よ り も 小 さ い 直 径 を 有 し 、 シ ャ フ ト
２ １ ６ の 端 部 が ナ ッ ト ２ １ ８ を ね じ 式 ピ ン ２ １ ６ に 締 め 付 け た 際 の 締 結 具 ま た は ナ ッ ト ２
１ ８ に 対 し て 当 接 す る 、 ま た は サ イ ド リ ン ク ２ １ ２ の 内 側 に 対 し て 当 接 す る 、 当 接 面 ２ １
６ ｄ を 提 供 し て 、 チ ェ ー ン が 組 み 立 て ら れ た 際 に サ イ ド リ ン ク 間 の 間 隔 を 維 持 す る よ う に
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ９ お よ び 図 １ ０ に お い て 見 ら れ る よ う に 、 ね じ 式 ピ ン ２ １ ６ の ヘ ッ ド ２ １ ６ ｃ は 、 ほ
ぼ 矩 形 の ヘ ッ ド で あ り 、 ヘ ッ ド ２ １ ６ ｃ の 一 部 が シ ャ フ ト ２ １ ６ ａ の 端 か ら 横 方 向 外 側 に
逆 方 向 に 延 び る 。 サ イ ド リ ン ク ２ １ ５ は 一 対 の ス ロ ッ ト 開 口 ２ １ ５ ａ を 含 み 、 ス ロ ッ ト 開
口 ２ １ ５ ａ は 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 組 み 立 て お よ び 分 解 を 容 易 に す る た め に 、 ヘ ッ ド ２ １ ６
ｃ が 図 ９ に 示 す 向 き か ら 約 ９ ０ ° 回 転 す る と ヘ ッ ド ２ １ ６ ｃ を 受 け 入 れ る サ イ ズ に さ れ て
も よ い 。 あ る い は 、 サ イ ド リ ン ク ２ １ ５ は 、 サ イ ド リ ン ク ２ １ ２ と 同 様 の 円 形 ア パ ー チ ャ
ま た は 通 路 を 含 ん で も よ く 、 こ れ は 、 ね じ 部 ２ １ ６ ｂ お よ び シ ャ フ ト ２ １ ６ ａ を こ の よ う
な ア パ ー チ ャ ま た は 開 口 に 挿 入 し て 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン を 組 み 立 て る こ と が で き る か ら
で あ る 。 サ イ ド リ ン ク ２ １ ５ は 各 端 に 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン が 組 み 立 て ら れ る と ね じ 式 ピ
ン ２ １ ６ の ヘ ッ ド ２ １ ６ ｃ が 収 ま る 窪 み 領 域 ま た は ポ ケ ッ ト ２ １ ５ ｂ を 含 む 。 窪 み 領 域 ２
１ ５ ｂ は 、 突 起 端 部 ２ １ ５ ｃ お よ び 突 起 内 側 部 ２ １ ５ ｄ に よ り 画 成 さ れ 、 こ れ ら は ヘ ッ ド
２ １ ６ ｃ の 側 部 と 係 合 し て 、 サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク に 対 す る ピ ン の 回 転 を 実
質 的 に 妨 げ る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 セ ン タ ー リ ン ク ２ １ ４ は 、 上 述 の セ ン タ ー リ ン ク １ ４ お よ び １ １ ４ と ほ ぼ 同 様 で あ っ て
も よ く 、 開 口 ２ １ ４ ａ を 画 成 し 、 セ ン タ ー リ ン ク の 各 端 に 玉 部 材 ２ ２ ０ を 部 分 的 に 受 け 入
れ る 内 側 曲 面 ま た は 凹 状 面 ２ １ ４ ｂ を 有 し て 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に
玉 部 材 ２ ２ ０ で セ ン タ ー リ ン ク ２ １ ４ を 保 持 す る 、 ほ ぼ 楕 円 形 ま た は 細 長 い リ ン グ を 含 ん
で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 玉 部 材 ２ ２ ０ は 、 ね じ 式 ピ ン ２ １ ６ の シ ャ フ ト ２ １ ６ ａ 上 に 緩 く 摺 動 し 、 シ ャ フ ト ２ １
６ ａ に 沿 っ て 摺 動 ま た は 回 転 す る こ と が で き て も よ く 、 ま た は シ ャ フ ト ２ １ ６ ａ に プ レ ス
嵌 め さ れ る か あ る い は シ ャ フ ト ２ １ ６ ａ に 対 し て ほ ぼ 固 定 さ れ て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の
範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 あ る い は 、 ね じ 式 ピ ン お よ び 玉 部 材 は 、 単 一 部 品 と し
て 鍛 造 ま た は 他 の 方 法 で 一 体 形 成 さ れ て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の
で は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 チ ェ ー ン １ ０ お よ び １ １ ０ そ れ ぞ れ の 玉 部 材 ２ ０ お よ び １ ２ ０ と 同 様 に 、 チ ェ ー ン ２ １
０ の 玉 部 材 ２ ２ ０ は 、 玉 部 材 ２ ２ ０ に 沿 っ た 凹 状 面 ２ １ ４ ｂ の 摺 動 係 合 に よ る セ ン タ ー リ
ン ク ２ １ ４ の 枢 動 を 可 能 に す る 。 こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン ２ １ ０ に さ ら な る 柔 軟 性 が 与 え ら
れ 、 チ ェ ー ン の リ ン ク ま た は 継 手 が 結 合 さ れ る こ と な く 、 チ ェ ー ン を 搬 送 経 路 の よ り 急 な
垂 直 カ ー ブ に 適 応 さ せ る こ と が で き る 。 チ ェ ー ン ２ １ ０ は こ の よ う に 、 よ り 急 な 垂 直 方 向
の タ ー ン に 適 応 し 、 か つ ／ ま た は 異 な る 軸 を 中 心 と し た タ ー ン に 適 応 す る こ と が で き る 、
ハ ー フ リ ベ ッ ト レ ス ・ ハ ー フ ボ ル ト 式 の ピ ン （ half rivetless-half bolted pin） を 備 え
る 。 玉 部 材 お よ び そ れ に 対 応 し て 形 成 さ れ る 凹 状 面 は 、 こ の よ う に し て 、 ほ ぼ 一 定 の 表 面
積 に わ た っ て 負 荷 を 分 配 す る こ と が で き る た め 、 従 来 の ボ ル ト 式 チ ェ ー ン が 垂 直 方 向 の 上
り 傾 斜 お よ び 下 り 傾 斜 に 応 じ て 間 接 運 動 す る 場 合 に 通 常 生 じ る 応 力 集 中 が 低 減 す る か 、 ま
た は 実 質 的 に な く な る 。 玉 部 材 と 凹 状 面 と の 係 合 は 、 従 来 の ボ ル ト 式 チ ェ ー ン よ り も 広 い
表 面 積 に わ た っ て チ ェ ー ン リ ン ク と ボ ル ト と の 間 に 負 荷 を 分 配 す る よ う 機 能 す る こ と も で
き る 。 こ れ に よ り 、 ボ ル ト お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 磨 耗 が 低 減 し 、 チ ェ ー ン の 保 守 を 減 ら
し て ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の ね じ 式 ピ ン は 、 ほ ぼ 矩 形 の ヘ ッ ド を 有 す る よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 別 法 と し
て 丸 形 ヘ ッ ド （ 図 ９ お よ び 図 １ ０ に は 示 さ な い ） を 有 し て も よ く 、 こ れ は 、 ほ ぼ 平 坦 ま た
は 窪 ん だ サ イ ド リ ン ク に 収 ま っ て 、 そ れ に よ り サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク に 対 し
て ね じ 式 ピ ン が 回 転 す る こ と を 可 能 に し 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な
い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 図 １ １ ～ 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ３ １ ０ は 、 一 対
の サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ 、 ３ １ ２ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ を 含 む 。 セ ン タ ー リ ン ク ３
１ ４ は 、 ね じ 式 ピ ン ま た は ボ ル ト 式 ピ ン ３ １ ６ に よ り サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ と ３ １ ２ と の 間
に 保 持 さ れ 、 ピ ン ３ １ ６ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ の 中 心 領 域 ３ １ ４ ａ と 、 サ イ ド リ ン ク
３ １ ５ の 開 口 ３ １ ５ ａ お よ び サ イ ド リ ン ク ３ １ ２ の 開 口 ３ １ ３ と を 通 っ て 延 び 、 対 応 す る
締 結 具 ま た は ナ ッ ト ３ １ ８ に よ り そ の 中 を 通 し て 保 持 さ れ る 。 ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ は 、 ね じ
式 ピ ン ３ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ の ほ ぼ 中 間 部 ま た は 中 間 領 域 に 位 置 す る ほ ぼ 球 状 ま た
は 環 状 の 玉 部 材 ３ ２ ０ を 含 む 。 当 該 技 術 分 野 で 既 知 の よ う に 、 チ ェ ー ン １ ０ と 同 様 に 、 チ
ェ ー ン ３ １ ０ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 搬 送 シ ス テ ム の 周 り で 一 続 き の ル ー プ を 成 す 複 数 の リ
ン ケ ー ジ を 含 む 。 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 チ ェ ー ン の リ ン ケ ー ジ の う ち １ つ の セ ク シ ョ
ン ま た は セ ッ ト の み を 図 示 し 、 本 明 細 書 で 説 明 す る が 、 チ ェ ー ン の リ ン ケ ー ジ の 他 の セ ク
シ ョ ン ま た は セ ッ ト も ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ は 、 中 心 部 ま た は シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ と 、 シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ の 一 端
に ね じ 部 ま た は ね じ 端 ３ １ ６ ｂ と 、 シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ の 他 端 に ヘ ッ ド 部 ３ １ ６ ｃ と を 含
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む 。 ね じ 部 ３ １ ６ ｂ は シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ よ り も 小 さ い 直 径 を 有 し 、 シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ
の 端 部 が 締 結 具 ま た は ナ ッ ト ３ １ ８ を ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ に 締 め 付 け た 際 の 締 結 具 ま た は ナ
ッ ト ３ １ ８ に 対 し て 当 接 す る 、 ま た は サ イ ド リ ン ク ３ １ ２ の 内 側 に 対 し て 当 接 す る 、 当 接
面 ３ １ ６ ｄ を 提 供 し て 、 チ ェ ー ン が 組 み 立 て ら れ た 際 に サ イ ド リ ン ク 間 の 間 隔 を 維 持 す る
よ う に す る 。 ヘ ッ ド 部 ３ １ ６ ｃ は 、 締 結 具 ３ １ ８ が ボ ル ト に 締 結 さ れ て い る 間 に ボ ル ト が
回 転 す る こ と を 容 易 に 防 止 す る よ う に 、 六 角 形 ヘ ッ ド 等 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ １ ～ 図 １ ３ に お い て 見 ら れ る よ う に 、 ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ の ヘ ッ ド ３ １ ６ ｃ は ほ ぼ 円
形 の ヘ ッ ド で あ る 。 サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ は 一 対 の ス ロ ッ ト 開 口 ３ １ ５ ａ を 含 み 、 ス ロ ッ ト
開 口 ３ １ ５ ａ は 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 組 み 立 て お よ び 分 解 を 容 易 に す る た め に ヘ ッ ド ３ １ ６
ｃ を 受 け 入 れ る よ う な サ イ ズ に さ れ て よ い 大 き い 内 側 開 口 （ inward opening） ３ １ ５ ｂ と
、 ヘ ッ ド ３ １ ６ ｃ を 保 持 す る よ う に ヘ ッ ド ３ １ ６ ｃ よ り も 小 さ い 直 径 を 有 す る 小 さ い 外 側
開 口 （ outward opening） ３ １ ５ ｃ と を 含 む 。 小 さ い 開 口 ３ １ ５ ｃ は 、 大 き い 開 口 ３ １ ５
ｂ に 隣 接 し て 狭 小 ス ロ ッ ト 領 域 を 画 成 し て 、 シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ を ス ロ ッ ト 領 域 に 沿 っ て
摺 動 さ せ て ヘ ッ ド 部 ３ １ ６ ｃ を 小 さ い 外 側 開 口 ３ １ ５ ｃ に 配 置 し 、 そ れ に よ り ヘ ッ ド 部 ３
１ ６ ｃ が 小 さ い 開 口 ３ １ ５ ｃ に 保 持 さ れ る が 、 こ れ に つ い て は 以 下 で 説 明 す る 。 あ る い は
、 サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ は 、 サ イ ド リ ン ク ３ １ ２ と 同 様 の 円 形 ア パ ー チ ャ ま た は 通 路 を 含 ん
で も よ く 、 こ れ は 、 ね じ 部 ３ １ ６ ｂ お よ び シ ャ フ ト ３ １ ６ ａ を こ の よ う な ア パ ー チ ャ ま た
は 開 口 に 挿 入 し て 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン を 組 み 立 て る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ は 、 各 端 の 小 さ い 開 口 ３ １ ５ ｃ の 円 周 の 少 な く と も 一 部 に （ at and
 at least partially around） 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン が 組 み 立 て ら れ る と ね じ 式 ピ ン ３ １
６ の ヘ ッ ド ３ １ ６ ｃ が 収 ま る 窪 み 区 域 ま た は 領 域 ま た は ポ ケ ッ ト ３ １ ５ ｄ を 含 む 。 ヘ ッ ド
部 ３ １ ６ ｃ の 下 部 ま た は 合 わ せ 面 ３ １ ６ ｄ （ 図 １ ３ ） は 、 湾 曲 し て い る か 丸 み が あ る こ と
が 好 ま し く 、 一 方 、 窪 み 領 域 ３ １ ５ ｄ は 、 ヘ ッ ド 部 ３ １ ６ ｃ の 合 わ せ 面 ３ １ ６ ｄ と 窪 み 領
域 ３ １ ５ ｄ と を ほ ぼ 均 一 に 係 合 さ せ て 合 わ せ る よ う に 対 応 し て 形 成 さ れ る 。 対 応 し て 形 成
さ れ た 合 わ せ 面 お よ び 窪 み 領 域 は 、 ピ ン ３ １ ６ と リ ン ク ３ １ ５ と の 間 の 実 質 的 に 滑 ら か な
回 転 を 促 し 、 チ ェ ー ン が そ の 搬 送 経 路 に 沿 っ て 進 む 際 に サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ 、 ３ １ ２ お よ
び セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ に 対 し て ボ ル ト 式 ピ ン ３ １ ６ が 自 由 に 回 転 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ は 、 上 述 の セ ン タ ー リ ン ク と ほ ぼ 同 様 で あ っ て も よ く 、 開 口 ３ １
４ ａ を 画 成 し 、 セ ン タ ー リ ン ク の 各 端 に 玉 部 材 ３ ２ ０ を 部 分 的 に 受 け 入 れ る 内 側 曲 面 ま た
は 凹 状 面 ３ １ ４ ｂ を 有 し て 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 玉 部 材 ３ ２ ０ で セ
ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ を 保 持 す る 、 ほ ぼ 楕 円 形 ま た は 細 長 い リ ン グ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 述 の 玉 部 材 お よ び チ ェ ー ン と 同 様 に 、 チ ェ ー ン ３ １ ０ の 玉 部 材 ３ ２ ０ は 、 玉 部 材 ３ ２
０ に 沿 っ た 凹 状 面 ３ １ ４ ｂ の 摺 動 係 合 に よ る セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ の 枢 動 を 可 能 に す る 。
こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン ３ １ ０ に さ ら な る 柔 軟 性 が 与 え ら れ 、 チ ェ ー ン の リ ン ク ま た は 継 手
が 結 合 さ れ る こ と な く 、 チ ェ ー ン を 搬 送 経 路 の よ り 急 な 垂 直 カ ー ブ に 適 応 さ せ る こ と が で
き る 。 チ ェ ー ン ３ １ ０ は こ の よ う に 、 よ り 急 な 垂 直 方 向 の タ ー ン に 適 応 し 、 か つ ／ ま た は
異 な る 軸 を 中 心 と し た タ ー ン に 適 応 す る こ と が で き る 、 ハ ー フ リ ベ ッ ト レ ス ・ ハ ー ブ ボ ル
ト 式 の ピ ン を 備 え る 。 玉 部 材 お よ び そ れ に 対 応 し て 形 成 さ れ る 凹 状 面 は 、 こ の よ う に し て
、 ほ ぼ 一 定 の 表 面 積 に わ た っ て 負 荷 を 分 配 す る こ と が で き る た め 、 従 来 の ボ ル ト 式 チ ェ ー
ン が 垂 直 方 向 の 上 り 傾 斜 お よ び 下 り 傾 斜 に 応 じ て 間 接 運 動 す る 場 合 に 通 常 生 じ る 応 力 集 中
が 低 減 す る か 、 ま た は 実 質 的 に な く な る 。 玉 部 材 と 凹 状 面 と の 係 合 は 、 従 来 の ボ ル ト 式 チ
ェ ー ン よ り も 広 い 表 面 積 に わ た っ て チ ェ ー ン リ ン ク と ボ ル ト と の 間 に 負 荷 を 分 配 す る よ う
機 能 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 ボ ル ト お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 磨 耗 が 低 減 し 、 チ ェ
ー ン の 保 守 を 減 ら し て ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 玉 部 材 ３ ２ ０ は 、 ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ の シ ャ フ ト ３ １ ６ ａ 上 に 緩 く 摺 動 し 、 シ ャ フ ト ３ １
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６ ａ に 沿 っ て 摺 動 ま た は 回 転 す る こ と が で き て も よ く 、 ま た は シ ャ フ ト ３ １ ６ ａ に プ レ ス
嵌 め さ れ る か あ る い は シ ャ フ ト ３ １ ６ ａ に 対 し て ほ ぼ 固 定 さ れ て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の
範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 あ る い は 、 ね じ 式 ピ ン お よ び 玉 部 材 は 、 単 一 部 品 と し
て 鍛 造 ま た は 他 の 方 法 で 一 体 形 成 さ れ て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の
で は な い 。 任 意 選 択 で 、 玉 部 材 ３ ２ ０ は 、 シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ 上 に 緩 く 摺 動 し て も よ く 、
玉 部 材 ３ ２ ０ の 片 側 ま た は 両 側 で シ ャ フ ト ３ １ ６ ａ に 沿 っ て ま た は シ ャ フ ト ３ １ ６ ａ の 周
り に 位 置 す る 中 空 の ス ペ ー サ リ ン グ ま た は ス リ ー ブ （ 図 １ ３ に 全 体 的 に ３ ２ １ で 示 さ れ る
よ う な ） を 含 ん で 、 ピ ン ３ １ ６ の シ ャ フ ト ３ １ ６ ａ の ほ ぼ 中 心 領 域 に 玉 部 材 ３ ２ ０ を 維 持
し て も よ い 。 ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構 成 ま た は 組 立 体 は 、 単 一 部 材 と し て 形 成 し て も よ
く 、 ま た は シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ 上 に 摺 動 す る 別 個 の 構 成 部 品 （ ２ つ の ス ペ ー サ お よ び 玉 部
材 ） で あ っ て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 ス ペ ー サ － 玉 －
ス ペ ー サ 構 成 を 単 一 構 造 体 に す る こ と に よ り 、 ボ ル ト の 組 み 立 て お よ び 玉 部 材 の 保 守 お よ
び 交 換 （ 必 要 な 場 合 ） を 実 質 的 に 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ボ ル ト 式 ピ ン １ １ ６ ’ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 こ の よ う な ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構
成 は 、 ピ ン の シ ャ フ ト の 中 心 領 域 に 玉 部 材 を 維 持 す る の に 役 立 つ と と も に 、 シ ャ フ ト を 中
心 と し た 玉 部 材 の ほ ぼ 自 由 な 回 転 運 動 を 可 能 に す る 。 こ れ は 、 チ ェ ー ン が そ の 搬 送 経 路 に
沿 っ て 曲 が り 移 動 す る 際 に 、 玉 部 材 を セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ の 窪 み ３ １ ４ ｂ と 位 置 合 わ せ
し て 保 つ の に 役 立 つ 。 ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 組 立 体 は ピ ン 全 体 を 交 換 せ ず に 交 換 す る こ
と が で き る た め 、 こ の ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構 成 に よ り 、 ピ ン の 磨 耗 部 が 低 費 用 で 交 換
で き る よ う に も な る 。 ナ ッ ト を 取 り 外 し て 、 ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 構 造 体 （ 好 ま し く は
単 一 構 造 体 ） を ボ ル ト か ら 摺 動 さ せ て 外 し て 交 換 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 ボ ル ト 式
ピ ン 全 体 を 交 換 せ ず に ボ ル ト 式 ピ ン に 新 た な 磨 耗 面 （ 新 た な 玉 部 材 ） が 設 け ら れ る 。 こ れ
は 、 特 に ピ ン が ス テ ン レ ス 鋼 ま た は 他 の 高 価 な 材 料 で 形 成 さ れ て い る 場 合 が あ り 、 し た が
っ て 交 換 に 費 用 が か か る 可 能 性 が あ る 用 途 に お い て 、 大 幅 な 費 用 節 減 を も た ら す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ３ １ ０ ’ は 、 一
対 の サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ 、 ３ １ ２ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ ’ を 含 む 。 セ ン タ ー リ ン
ク ３ １ ４ ’ は 、 ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ ’ に よ り サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ と ３ １ ２ と の 間 に 保 持 さ れ
、 ピ ン ３ １ ６ ’ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ ’ の 中 心 領 域 ３ １ ４ ’ ａ と 、 サ イ ド リ ン ク ３ １
５ の 開 口 ３ １ ５ ａ お よ び サ イ ド リ ン ク ３ １ ２ の 開 口 ３ １ ３ と を 通 っ て 延 び 、 対 応 す る 締 結
具 ま た は ナ ッ ト ３ １ ８ に よ り そ れ ら の 中 を 通 し て 保 持 さ れ る 。 ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ ’ は 、 ほ
ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ ’ を 含 み 、 一 方 セ ン タ ー リ ン ク ３ １ ４ ’ は 、 シ ャ フ ト 部 ３
１ ６ ａ ’ と 係 合 す る ほ ぼ 平 坦 な ま た は 湾 曲 し た 、 非 凹 状 （ non-concaved） 面 ３ １ ４ ｂ ’ を
含 む 。 チ ェ ー ン ３ １ ０ ’ は 、 そ れ 以 外 の 点 で は 上 述 の チ ェ ー ン ３ １ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ っ て
よ い た め 、 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。 ヘ ッ ド 部 ３ １ ６ ｃ ’ は 、 湾 曲 し て い
る か 丸 み が あ る 合 わ せ 面 ３ １ ６ ｄ ’ を 含 ん で も よ く 、 一 方 サ イ ド リ ン ク ３ １ ５ は 、 上 述 の
よ う に 、 小 さ い ス ロ ッ ト 開 口 ３ １ ５ ｃ に お い て 対 応 し て 形 成 さ れ た 合 わ せ 面 ３ １ ５ ｄ を 含
ん で 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 す る ピ ン ３ １ ６ ’ の ほ ぼ 滑 ら か な 回 転 を 促 し て も よ い 。 任 意 選
択 で 、 ね じ 式 ピ ン ３ １ ６ ’ は 、 上 記 ま た は 下 記 の よ う に 、 シ ャ フ ト 部 ３ １ ６ ａ ’ の 周 り に
形 成 ま た は 位 置 す る ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー ブ 部 （ 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ に は 示 さ な い ） を 含 ん
で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に 、 丸 形 ヘ ッ ド ピ ン に 、 ピ ン の 各 端 に 丸 形 ヘ ッ ド と 、 ヘ ッ ド ま た は ヘ ッ ド 部 間 の シ
ャ フ ト 部 に 玉 部 材 と を 設 け て も よ い こ と が 、 さ ら に 想 定 さ れ る 。 ヘ ッ ド 部 は 、 サ イ ド リ ン
ク の 拡 大 さ れ た ほ ぼ 円 形 の 開 口 に 挿 入 さ れ て 、 サ イ ド リ ン ク の 端 に 向 か っ て 外 側 に 、 狭 小
開 口 ま で 摺 動 す る こ と が で き る 。 狭 小 開 口 は 、 円 形 ヘ ッ ド が 通 っ て 移 動 す る こ と を 実 質 的
に 妨 げ 、 そ れ に よ り セ ン タ ー リ ン ク お よ び ピ ン に 対 し て サ イ ド リ ン ク を 保 持 す る 。 サ イ ド
リ ン ク は 、 狭 小 開 口 の 周 り に 窪 み 区 域 を 含 み 、 丸 形 ヘ ッ ド を そ こ に 受 け 入 れ て 、 サ イ ド リ

10

20

30

40

50

(18) JP 2005-519826 A 2005.7.7



ン ク の 拡 大 開 口 に 向 か っ た サ イ ド リ ン ク に 対 す る ピ ン の 長 手 方 向 移 動 を 実 質 的 に 妨 げ る 。
ピ ン は こ の よ う に し て 、 サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク に 対 し て 回 転 す る こ と が で き
る と と も に 、 チ ェ ー ン に さ ら な る 柔 軟 性 を 与 え て チ ェ ー ン の 磨 耗 を 低 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 え ば 、 図 １ ６ ～ 図 １ ８ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ４ １ ０ は 、
一 対 の サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ を 含 む 。 セ ン タ ー
リ ン ク ４ １ ４ は 、 ピ ン ４ １ ６ に よ り サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ と ４ １ ２ ｂ と の 間 に 保 持 さ れ 、
ピ ン ４ １ ６ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ の 中 心 領 域 ４ １ ４ ａ と 、 各 サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、
４ １ ２ ｂ の 開 口 ４ １ ３ と を 通 っ て 延 び る 。 開 口 ４ １ ３ は 、 大 き い ほ ぼ 円 形 の 内 側 開 口 ４ １
３ ａ と 小 さ い ほ ぼ 円 形 の 外 向 ス ロ ッ ト ま た は 開 口 ４ １ ３ ｂ と を 含 む 。 ピ ン ４ １ ６ の 各 ヘ ッ
ド 部 ４ １ ６ ｃ は 、 各 サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ の 大 き い 開 口 ４ １ ３ ａ よ り も 小 さ く
、 小 さ い 端 部 開 口 ４ １ ３ ｂ よ り も 大 き く 、 ピ ン ４ １ ６ を サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ
、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ に 保 持 す る 。 ピ ン ４ １ ６ は 、 ピ ン ４ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ４ １
６ ｂ の ほ ぼ 中 間 点 ま た は 中 間 領 域 に 位 置 す る ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の 玉 部 材 ４ ２ ０ を 含 む 。
セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ は 、 上 述 の セ ン タ ー リ ン ク と ほ ぼ 同 様 で あ っ て よ く 、 そ の 各 端 に 内
側 曲 面 ま た は 凹 状 面 ４ １ ４ ｂ を 有 す る ほ ぼ 楕 円 形 ま た は 細 長 い リ ン グ で あ っ て よ く 、 玉 部
材 ４ ２ ０ を 部 分 的 に 受 け 入 れ て 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 玉 部 材 ４ ２ ０
で セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ を 保 持 す る 。 当 該 技 術 分 野 で 既 知 の よ う に 、 チ ェ ー ン １ ０ と 同 様
に 、 チ ェ ー ン ４ １ ０ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 搬 送 シ ス テ ム の 周 り で 一 続 き の ル ー プ を 成 す 複
数 の リ ン ケ ー ジ を 含 む 。 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 チ ェ ー ン の リ ン ケ ー ジ の １ つ の セ ク シ
ョ ン ま た は セ ッ ト の み を 図 示 し 、 本 明 細 書 で 説 明 す る が 、 チ ェ ー ン の 他 の リ ン ケ ー ジ の セ
ク シ ョ ン ま た は セ ッ ト も ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ピ ン ４ １ ６ は 、 中 心 部 ま た は シ ャ フ ト 部 ４ １ ６ ａ と 、 シ ャ フ ト 部 ４ １ ６ ａ の 各 端 に ヘ ッ
ド 部 ４ １ ６ ｃ と を 含 む 。 ヘ ッ ド 部 ４ １ ６ ｃ は 、 ほ ぼ 円 形 で あ り 、 傾 斜 ま た は 湾 曲 し た 下 面
部 ま た は 合 わ せ 面 ４ １ ６ ｄ （ 図 １ ８ ） を 含 み 、 合 わ せ 面 ４ １ ６ ｄ は 、 シ ャ フ ト 部 ４ １ ６ ａ
の 各 端 か ら ほ ぼ 半 径 方 向 外 側 に 延 び て 、 ヘ ッ ド 部 ４ １ ６ ｃ が シ ャ フ ト 部 ４ １ ６ ａ よ り も 大
き い 直 径 を 有 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ に お い て 見 ら れ る よ う に 、 各 サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ は 、
一 対 の ス ロ ッ ト 開 口 ４ １ ３ を 含 み 、 ス ロ ッ ト 開 口 ４ １ ３ は 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 組 み 立 て お
よ び 分 解 を 容 易 に す る た め に 大 き い 内 側 開 口 ４ １ ３ ａ を 通 し て ヘ ッ ド ４ １ ６ ｃ を 受 け 入 れ
る よ う な サ イ ズ に さ れ て よ い 。 開 口 ４ １ ３ ａ に 挿 入 さ れ る と 、 ピ ン ４ １ ６ お よ び ヘ ッ ド 部
４ １ ６ ｃ は 、 シ ャ フ ト ４ １ ６ ａ が 外 側 ス ロ ッ ト ま た は 開 口 ４ １ ３ ｂ に 入 る ま で 外 側 に 移 動
す る こ と が で き る 。 次 に 、 ヘ ッ ド 部 ４ １ ６ ｃ は 、 外 側 開 口 ４ １ ３ ｂ の 湾 曲 し た 窪 み 部 ４ １
３ ｃ 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 収 ま る こ と が で き 、 ピ ン ４ １ ６ お よ び サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ
、 ４ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ が 全 体 で 合 わ せ て 固 定 さ れ る よ う に な る 。 湾 曲
し た 窪 み 部 ま た は 窪 み 領 域 ４ １ ３ ｃ は 、 ヘ ッ ド 部 ４ １ ６ ｃ の 合 わ せ 面 ４ １ ６ ｄ に ほ ぼ 対 応
し て 形 成 さ れ 、 ピ ン の ヘ ッ ド 部 と サ イ ド リ ン ク と の ほ ぼ 均 一 な 係 合 お よ び ほ ぼ 滑 ら か な 回
転 を 促 す 。 窪 み 部 ４ １ ３ ｃ お よ び ヘ ッ ド 部 ４ １ ６ ｃ の 合 わ せ 面 ４ １ ６ ｄ は ほ ぼ 円 形 で あ り
、 対 応 し て 形 成 さ れ て い る た め 、 ピ ン ４ １ ６ は 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ て 移 動 す る 際
に サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ に 対 し て 回 転 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 ピ ン ４ １
６ の 磨 耗 が ほ ぼ 均 一 に 分 布 さ れ て 、 ピ ン ４ １ ６ の ラ イ フ サ イ ク ル が 延 び る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 述 の 他 の 玉 部 材 と 同 様 に 、 チ ェ ー ン ４ １ ０ の 玉 部 材 ４ ２ ０ は 、 玉 部 材 ４ ２ ０ に 沿 っ た
凹 状 面 ４ １ ４ ｂ の 摺 動 係 合 に よ る セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ の 枢 動 を 可 能 に す る 。 こ れ に よ り
、 チ ェ ー ン ４ １ ０ に さ ら な る 柔 軟 性 が 与 え ら れ 、 チ ェ ー ン の リ ン ク ま た は 継 手 が 結 合 さ れ
る こ と な く 、 チ ェ ー ン を 搬 送 経 路 の よ り 急 な 垂 直 カ ー ブ に 適 応 さ せ る こ と が で き る 。 チ ェ
ー ン ４ １ ０ は こ の よ う に 、 よ り 急 な 垂 直 方 向 の タ ー ン に 適 応 し 、 か つ ／ ま た は 異 な る 軸 を
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中 心 と し た タ ー ン に 適 応 す る こ と が で き る ピ ン を 備 え る 。 玉 部 材 お よ び そ れ に 対 応 し て 形
成 さ れ る 凹 状 面 は 、 こ の よ う に し て 、 ほ ぼ 一 定 の 表 面 積 に わ た っ て 負 荷 を 分 配 す る こ と が
で き る た め 、 従 来 の チ ェ ー ン が 垂 直 方 向 の 上 り 傾 斜 お よ び 下 り 傾 斜 に 応 じ て 間 接 運 動 す る
場 合 に 通 常 生 じ る 応 力 集 中 が 低 減 す る か 、 ま た は 実 質 的 に な く な る 。 玉 部 材 と 凹 状 面 と の
係 合 は 、 従 来 の チ ェ ー ン よ り も 広 い 表 面 積 に わ た っ て チ ェ ー ン リ ン ク と ピ ン と の 間 に 負 荷
を 分 配 す る よ う 機 能 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 ボ ル ト お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 磨 耗
が 低 減 し 、 チ ェ ー ン の 保 守 を 減 ら し て ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 図 １ ９ お よ び 図 ２ ０ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ４ １ ０ ’ は
、 一 対 の サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ ’ を 含 む 。 セ ン
タ ー リ ン ク ４ １ ４ ’ は 、 回 転 可 能 な ピ ン ４ １ ６ ’ に よ り サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ と ４ １ ２ ｂ
と の 間 に 保 持 さ れ 、 回 転 可 能 な ピ ン ４ １ ６ ’ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ ’ の 中 心 領 域 ４ １
４ ａ ’ と 、 各 サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ の 開 口 ４ １ ３ と を 通 っ て 延 び る 。 ピ ン ４ １
６ ’ は ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 ４ １ ６ ａ ’ を 含 み 、 セ ン タ ー リ ン ク ４ １ ４ ’ は 、 シ ャ フ ト
部 ４ １ ６ ａ ’ と 係 合 す る ほ ぼ 平 坦 な ま た は 非 凹 状 の 面 ４ １ ４ ｂ ’ を 含 む 。 ピ ン ４ １ ６ ’ の
両 ヘ ッ ド 部 ４ １ ６ ｃ ’ は 、 ほ ぼ 丸 形 か つ ほ ぼ 円 形 の 合 わ せ 面 ４ １ ６ ｄ ’ を 備 え 、 サ イ ド リ
ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １ ２ ｂ は 、 合 わ せ 面 ４ １ ６ ｄ ’ と 係 合 す る 、 対 応 し て 形 成 さ れ た 窪 み 区
域 ま た は 領 域 ま た は 係 合 面 ４ １ ３ ｃ を 含 み 、 ピ ン ４ １ ６ ’ と サ イ ド リ ン ク ４ １ ２ ａ 、 ４ １
２ ｂ と の 間 の ほ ぼ 滑 ら か な 回 転 を 促 す 。 チ ェ ー ン ４ １ ０ ’ は 、 そ れ 以 外 の 点 で は 上 述 の チ
ェ ー ン ４ １ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ っ て よ い た め 、 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。 任
意 選 択 で 、 ピ ン ４ １ ６ ’ は 、 上 記 ま た は 下 記 の よ う に 、 シ ャ フ ト 部 ４ １ ６ ａ ’ の 周 り に 形
成 ま た は 位 置 す る ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー ブ 部 （ 図 １ ９ お よ び 図 ２ ０ に は 示 さ な い ） を 含 ん で
も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の ピ ン の ヘ ッ ド 部 は 非 円 形 で あ っ て も よ く 、 サ イ ド リ ン ク の 少 な く
と も １ つ の 窪 み 部 は そ れ に 対 応 し て 非 円 形 で あ っ て も よ く 、 ヘ ッ ド 部 、 し た が っ て ピ ン が
、 サ イ ド リ ン ク に 対 し て 回 転 不 可 能 に 固 定 さ れ て も よ い こ と が 、 さ ら に 想 定 さ れ る 。 例 え
ば 、 ヘ ッ ド 部 お よ び サ イ ド リ ン ク の 窪 み 領 域 は 、 ２ つ 以 上 の 側 部 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ
て 、 ヘ ッ ド と 窪 み 領 域 と の 非 回 転 的 な 係 合 を も た ら し つ つ 、 ヘ ッ ド お よ び ボ ル ト ま た は ピ
ン を 手 動 で 回 転 さ せ て 、 シ ャ フ ト お よ び 玉 部 材 と セ ン タ ー リ ン ク と の 磨 耗 面 係 合 を 調 整 ま
た は 変 更 で き る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 ボ ル ト 式 ピ ン の ピ ン ま た は ボ ル ト 部 （ シ ャ フ
ト お よ び ヘ ッ ド ） は 、 ６ ０ ° ま た は ９ ０ ° 、 あ る い は 他 の い く ら か の 量 だ け （ ヘ ッ ド お よ
び 窪 み 領 域 の 側 部 の 数 に 応 じ る ） ラ チ ェ ッ ト 式 に 動 く （ ratcheted） か ま た は 回 転 し て 、
シ ャ フ ト お よ び 玉 部 材 に 新 た な 磨 耗 面 （ セ ン タ ー リ ン ク と 係 合 し 、 リ ン ク が 曲 が っ て 互 い
に 対 し て 回 転 す る 際 に 磨 耗 す る 部 分 ） を 提 供 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 調 整 可 能 ま た は
ダ イ ヤ ル 回 転 可 能 な （ dialable） ピ ン 構 造 は 、 こ の よ う に し て ピ ン の ラ イ フ サ イ ク ル を 著
し く 延 ば す こ と が で き る 。 こ れ は 、 玉 部 材 （ ま た は ス ペ ー サ － 玉 － ス ペ ー サ 組 立 体 ） を 必
要 に 応 じ て 交 換 す る こ と が で き 、 か つ ／ ま た は ピ ン を 選 択 的 に 回 転 さ せ て 必 要 に 応 じ て 新
た な 磨 耗 面 を 提 供 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り ピ ン ま た は ボ ル ト 式 ピ ン の 全 体 的 な 寿 命 を
実 質 的 に 延 ば す こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 各 磨 耗 面 は 、 ピ ン の 回 り を 約 ６ ０ ° 、 ９ ０ ° 、 ま た は １ ２ ０ ° 等 に わ た っ て 覆 う こ と が
で き 、 そ れ に よ り ピ ン は 必 要 に 応 じ て そ の 量 だ け 回 転 し て 、 ピ ン の 周 り に ６ つ 、 ４ つ 、 ま
た は ３ つ の 異 な る 磨 耗 面 ま た は 磨 耗 面 部 分 を 提 供 し て 、 し た が っ て 各 磨 耗 面 部 分 の 磨 耗 量
ま た は 磨 耗 時 間 を 制 御 す る こ と を 容 易 に す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 チ ェ ー ン が 精 密 な ピ
ッ チ 設 計 で あ る （ チ ェ ー ン の 長 さ が 小 さ い 公 差 範 囲 で 指 定 さ れ て い る ） た め に 、 ピ ン の １
つ ま た は 複 数 の 過 度 の 磨 耗 が ピ ッ チ に 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ り 、 こ れ に よ り チ ェ ー ン （
複 数 可 ） が 結 合 す る 可 能 性 が あ る （ ２ つ の こ の よ う な チ ェ ー ン の 間 に 何 か が 接 続 さ れ て い
る か ま た は 挟 ま っ た （ cradled） 状 態 で 、 こ れ ら の チ ェ ー ン が 互 い に 並 ん で 移 動 し て い る
場 合 ） か 、 ま た は 他 の 点 で チ ェ ー ン ま た は コ ン ベ ヤ に 悪 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る よ う な
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用 途 で 、 特 に 有 用 で あ り 得 る 。 こ の 場 合 、 こ の よ う な チ ェ ー ン の ピ ン を ダ イ ヤ ル 回 転 ま た
は 回 転 さ せ て 、 各 ピ ン に 新 た な 磨 耗 面 を 提 供 し 、 そ れ に よ り ピ ン を そ の 元 の 公 差 に 効 果 的
に リ セ ッ ト し 、 し た が っ て チ ェ ー ン を そ の 元 の 指 定 長 に リ セ ッ ト す る こ と が で き る 。 例 え
ば 、 各 ピ ン を 第 ２ の 位 置 ま た は 第 ３ の 位 置 ま た は 任 意 の 他 の 位 置 に ダ イ ヤ ル 回 転 さ せ て 、
新 た な 磨 耗 面 を 磨 耗 位 置 に 移 動 さ せ て も よ い 。 場 合 に よ っ て は 、 適 切 な 調 整 を 行 う た め に
第 １ の ピ ン ま た は ピ ン の セ ッ ト の み を リ セ ッ ト す る 必 要 が あ る か も し れ な い 。 任 意 選 択 で
、 ピ ン ま た は シ ャ フ ト 部 （ ま た は 磨 耗 面 ） の 磨 耗 度 を 監 視 ま た は 測 定 し て も よ く 、 ピ ン を
選 択 的 に 回 転 さ せ て ピ ン の 磨 耗 面 の 磨 耗 を 制 限 し て も よ い 。 ピ ン の ヘ ッ ド 部 の 各 ス テ ー シ
ョ ン ま た は ロ ー ブ に 、 磨 耗 面 の ど の 部 分 （ 複 数 可 ） が す で に 選 択 さ れ た か 、 ま た は 使 用 さ
れ た か を 示 す た め に 印 ま た は 番 号 を 付 け て も よ い こ と が 、 さ ら に 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ を 参 照 す る と 、 ピ ン ５ １ ６ の ヘ ッ ド 部 ５ １ ６ ｃ お よ び サ イ
ド リ ン ク ５ １ ２ の 開 口 ５ １ ３ ｂ は 非 円 形 で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 、 ピ ン ５ １ ６ は チ ェ ー
ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ５ １ ０ の サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ を 通 っ て そ こ に 回 転 不 可 能 に 位
置 す る よ う に な る 。 例 え ば 、 ヘ ッ ド 部 ５ １ ６ ｃ を 、 ３ つ 以 上 の 側 部 ま た は 部 分 ５ １ ６ ｅ （
図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ に 示 す 湾 曲 し た ほ ぼ 等 し い サ イ ズ の ３ つ の 側 部 等 ） を 有 す る ロ ー ブ 形
ま た は 非 円 形 に し 、 窪 み 区 域 ５ １ ３ ｃ を ヘ ッ ド 部 を 受 け 入 れ る よ う に 対 応 し た 形 状 に し て
も よ く 、 サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ の 対 応 し て 形 成 さ れ た 窪 み 区 域 ま た は 凹 部 （ impression） ５
１ ３ ｃ 内 の ヘ ッ ド 部 ５ １ ６ ｃ の 合 わ せ 面 が 、 サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ に 対 す る ピ ン ５ １ ６ の 回
転 を 実 質 的 に 妨 げ る よ う に す る 。 例 え ば 、 ヘ ッ ド 部 の 側 部 の １ つ ま た は 複 数 が 、 サ イ ド リ
ン ク の ア パ ー チ ャ の 側 壁 の 対 応 す る １ つ ま た は 複 数 と 係 合 し て 、 サ イ ド リ ン ク に 対 す る ピ
ン の 回 転 を 実 質 的 に 妨 げ る こ と が で き る 。 シ ャ フ ト 部 ５ １ ６ ａ お よ び ／ ま た は 玉 部 材 ５ ２
０ の 磨 耗 面 は 、 こ の よ う に し て 、 窪 み ５ １ ３ ｃ 内 に ヘ ッ ド ５ １ ６ ｃ を ほ ぼ 固 定 す る こ と に
よ り サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ に 対 し て ほ ぼ 固 定 す る こ と が で き 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ て
進 む 際 に シ ャ フ ト お よ び ／ ま た は 玉 部 材 の 一 部 の み が セ ン タ ー リ ン ク ５ １ ４ の 凹 状 面 ５ １
４ ｂ に 接 触 し て 磨 耗 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ピ ン は 、 各 位 置 （ 図 ２ １ お よ び 図 ２ ２ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の ３ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ の よ
う な 、 ま た は 以 下 で 述 べ る 図 ２ ３ ～ 図 ２ ５ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の ６ つ の 位 置 の そ れ ぞ れ の
よ う な 、 ま た は こ の よ う な 構 成 に 適 し た 任 意 の 他 の 数 の 位 置 の よ う な 位 置 ） に あ る 場 合 に
チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て ほ ぼ 回 転 不 可 能 で あ っ て も よ く 、 チ ェ ー ン リ ン ク に 対 す る ピ ン の
シ ャ フ ト 部 の 磨 耗 面 を 調 整 す る よ う に 位 置 間 で 選 択 的 に 調 整 可 能 で あ る こ と に よ り 、 磨 耗
面 の 一 部 （ 複 数 可 ） と チ ェ ー ン リ ン ク と を 選 択 的 に 係 合 さ せ て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 は
、 １ 回 ご と に ピ ン の 特 定 の 磨 耗 面 を 磨 耗 さ せ る こ と に よ り ピ ン の 磨 耗 お よ び ラ イ フ サ イ ク
ル の 制 御 を 可 能 に し 、 ピ ン の １ つ の 磨 耗 面 か ら ピ ン の 次 の 磨 耗 面 へ の 制 御 さ れ た 、 ま た は
手 動 の 、 ま た は 選 択 的 な 回 転 を 可 能 に す る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の ピ ン お よ び サ イ ド リ ン
ク 構 成 は ダ イ ヤ ル 回 転 可 能 な ピ ン を 提 供 し 、 こ の ピ ン を 手 動 で 選 択 的 に ダ イ ヤ ル 回 転 ま た
は 回 転 さ せ て 、 第 １ の 磨 耗 面 が 十 分 に 磨 耗 し た 後 に サ イ ド リ ン ク に 対 す る 新 た な 磨 耗 面 を
提 供 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 ピ ン の 各 磨 耗 面 ま た は 磨 耗 面 部 が 使 用 さ
れ る 時 間 を 制 御 す る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 任 意 選 択 で 、 図 ２ ３ ～ 図 ２ ５ を 参 照 す る と 、 ピ ン ５ １ ６ ’ の ヘ ッ ド 部 ５ １ ６ ｃ ’ お よ び
サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ ’ の 開 口 ５ １ ３ ｂ ’ は 非 円 形 で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 、 ピ ン ５ １ ６
’ が チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ５ １ ０ ’ の サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ ’  を 通 っ て そ こ
に 回 転 不 可 能 に 位 置 す る よ う に な る 。 図 ２ ３ ～ 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 ５ １ ６ ｃ ’
は ほ ぼ 六 角 形 で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 、 窪 み 区 域 ５ １ ３ ｃ ’ は ヘ ッ ド 部 を 受 け 入 れ る よ
う に 対 応 し た 形 状 で あ り 、 サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ ’ の 対 応 し て 形 成 さ れ た 窪 み 区 域 ま た は 凹
部 ５ １ ３ ｃ ’ 内 へ の ヘ ッ ド 部 ５ １ ６ ｃ ’ の 嵌 め 合 い が 、 サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ ’ に 対 す る ピ
ン ５ １ ６ ’ の ６ つ の 位 置 の 回 転 を 実 質 的 に 妨 げ る 。 シ ャ フ ト 部 ５ １ ６ ａ ’ お よ び ／ ま た は
玉 部 材 ５ ２ ０ ’ の 磨 耗 面 は 、 窪 み ５ １ ３ ｃ ’ 内 に ヘ ッ ド ５ １ ６ ｃ ’ を ほ ぼ 固 定 す る こ と に
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よ り サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ ’ に 対 し て ほ ぼ 固 定 す る こ と が で き 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ
て 進 む 際 に シ ャ フ ト お よ び ／ ま た は 玉 部 材 の 一 部 の み が セ ン タ ー リ ン ク ５ １ ４ の 凹 状 面 ５
１ ４ ｂ に 接 触 し て 磨 耗 す る よ う に な る 。 続 い て 、 上 述 の よ う に ピ ン ５ １ ６ ’ を サ イ ド リ ン
ク ５ １ ２ ’ の 窪 み ５ １ ３ ｃ ’ に 対 し て 次 の 向 き に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 磨 耗 面 を 新 た な
面 に 調 整 ま た は ダ イ ヤ ル 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 任 意 選 択 で 、 図 ２ ６ お よ び 図 ２ ７ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ５
１ ０ ’ ’ は 、 ピ ン ５ １ ６ ’ ’ を 含 ん で も よ く 、 ピ ン ５ １ ６ ’ ’ は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト
部 ５ １ ６ ｂ ’ ’ の 両 端 に 整 形 さ れ た （ shaped） 、 ま た は ロ ー ブ 形 の 、 ま た は 六 角 形 の ヘ ッ
ド 部 ５ １ ６ ｃ ’ ’ を 備 え て も よ い 。 セ ン タ ー リ ン ク ５ １ ４ ’ ’ は 、 シ ャ フ ト 部 ５ １ ６ ｂ ’
’ と 係 合 す る ほ ぼ 平 坦 な ま た は 湾 曲 し た 、 非 凹 状 面 ５ １ ４ ｂ ’ ’ を 含 む 。 ピ ン ５ １ ６ ’ ’
お よ び サ イ ド リ ン ク ５ １ ２ ’ は 、 そ れ 以 外 の 点 で は 上 述 の ピ ン ５ １ ６ ’ と ほ ぼ 同 様 で あ っ
て よ い た め 、 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 任 意 選 択 で 、 図 ２ ８ ～ 図 ３ ０ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ６ １ ０
は 、 ね じ 式 ピ ン ま た は ボ ル ト ６ １ ６ を 含 ん で も よ く 、 ピ ン ６ １ ６ は 、 シ ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ
と 、 一 端 に は 整 形 さ れ た 、 ま た は ロ ー ブ 形 の 、 ま た は 六 角 形 の ヘ ッ ド 部 ６ １ ６ ｃ と 、 他 端
に は ナ ッ ト ま た は ね じ 式 締 結 具 等 ６ １ ８ （ 図 ３ ０ ） を 受 け 入 れ る ね じ 部 ６ １ ６ ｂ と を 備 え
て も よ い 。 ヘ ッ ド 部 ６ １ ６ ｃ は 、 一 方 の サ イ ド リ ン ク ６ １ ２ ａ の 対 応 し て 形 成 ま た は 整 形
さ れ た 窪 み ６ １ ３ ｃ に 受 け 入 れ ら れ る こ と が で き 、 ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ お よ
び ／ ま た は ね じ 式 端 部 ６ １ ６ ｂ は 、 チ ェ ー ン ６ １ ０ の 他 方 の サ イ ド リ ン ク ６ １ ２ ｂ の 開 口
６ １ ３ を 通 っ て 延 び る こ と が で き る 。 セ ン タ ー リ ン ク ６ １ ４ は 、 ピ ン ６ １ ６ の シ ャ フ ト 部
６ １ ６ ａ に 沿 っ て 位 置 す る 玉 部 材 ６ ２ ０ と 係 合 す る 凹 状 内 面 ６ １ ４ ｂ を 含 む 。 玉 部 材 ６ ２
０ は 、 シ ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ の 一 部 と し て 形 成 し て も よ く 、 ま た は シ ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ 上 に
摺 動 さ せ る か 、 形 成 す る か 、 ま た は 成 形 し て も よ く 、 ピ ン ６ １ ６ は 、 シ ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ
に 沿 っ て そ の 上 に 上 記 ま た は 下 記 の タ イ プ の ス リ ー ブ の 任 意 も の 等 の ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー
ブ 部 を 含 ん で よ い 。 チ ェ ー ン ６ １ ０ は 、 上 述 の よ う に 、 そ れ 以 外 の 点 で は 上 述 の チ ェ ー ン
５ １ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ っ て よ い た め 、 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 任 意 選 択 で 、 図 ３ １ お よ び 図 ３ ２ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ６
１ ０ ’ は 、 ね じ 式 ピ ン ま た は ボ ル ト ６ １ ６ ’ を 含 ん で も よ く 、 ピ ン ６ １ ６ ’ は 、 シ ャ フ ト
部 ６ １ ６ ａ ’ と 、 一 端 に は 非 円 形 ま た は ロ ー ブ 形 ま た は 六 角 形 の ヘ ッ ド 部 ６ １ ６ ｃ ’ と 、
他 端 に は ナ ッ ト ま た は ね じ 式 締 結 具 等 ６ １ ８ を 受 け 入 れ る ね じ 部 ６ １ ６ ｂ ’ と を 備 え て も
よ い 。 ヘ ッ ド 部 ６ １ ６ ｃ ’ は 、 一 方 の サ イ ド リ ン ク ６ １ ２ ａ の 対 応 し て 形 成 ま た は 整 形 さ
れ た 窪 み ６ １ ３ ｃ に 受 け 入 れ ら れ る こ と が で き 、 ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ ’ お よ
び ／ ま た は ね じ 式 端 部 ６ １ ６ ｂ ’ は 、 チ ェ ー ン ６ １ ０ ’ の 他 方 の サ イ ド リ ン ク ６ １ ２ ｂ の
開 口 ６ １ ３ を 通 っ て 延 び る こ と が で き る 。 セ ン タ ー リ ン ク ６ １ ４ ’ は 、 ピ ン ６ １ ６ ’ の シ
ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ ’ と 係 合 す る ほ ぼ 平 坦 な ま た は 非 凹 状 の 内 面 ６ １ ４ ｂ ’ を 含 ん で も よ い
。 任 意 選 択 で 、 ピ ン ６ １ ６ ’ は 、 シ ャ フ ト 部 ６ １ ６ ａ ’ に 沿 っ て そ の 上 に 上 記 ま た は 下 記
の タ イ プ の ス リ ー ブ 部 の よ う な ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー ブ 部 を 含 ん で よ い 。 チ ェ ー ン ６ １ ０ ’
は 、 上 述 の よ う に 、 そ れ 以 外 の 点 で は 上 述 の チ ェ ー ン ６ １ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ っ て よ い た め
、 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の ダ イ ヤ ル 回 転 可 能 な ピ ン 構 成 は 、 こ れ ら の チ ェ ー ン お よ び ピ ン の
ラ イ フ サ イ ク ル を 著 し く 延 ば す こ と が で き る 。 こ れ は 、 ピ ン の １ つ ま た は 複 数 が 十 分 に 磨
耗 し た 場 合 に ピ ン を 交 換 す る 必 要 が な い か ら で あ る 。 こ の よ う な ピ ン ヘ ッ ド お よ び サ イ ド
リ ン ク 構 造 は 、 玉 部 材 等 を 有 す る ピ ン で 、 ま た は ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 を 有 す る が 玉 部
材 は 有 さ な い ピ ン で 実 施 す る こ と が で き 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な
い 。 ま た 、 こ の よ う な ダ イ ヤ ル 回 転 可 能 な ピ ン の 概 念 は 、 ピ ン の ヘ ッ ド （ 複 数 可 ） が ロ ー
ブ 形 ま た は 非 円 形 で あ る か ま た は 成 形 さ れ て お り （ lobed or non-circular shaped or fo
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rmed） 、 サ イ ド リ ン ク の 一 方 の 対 応 し て 形 成 さ れ た 窪 み と 係 合 す る よ う に な っ て い る 両 頭
ピ ン （ double-headed pin） ま た は 単 頭 （ single-headed） ま た は ボ ル ト 式 ピ ン で の 使 用 に
適 し て お り 、 ボ ル ト 式 ピ ン の ね じ 端 は 、 他 方 の サ イ ド リ ン ク の 円 形 開 口 を 通 っ て 延 び る こ
と が で き 、 ナ ッ ト ま た は 他 の 締 結 具 に よ り 円 形 開 口 に 固 定 さ れ る こ と が で き る が 、 こ れ は
本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 の セ ン タ ー リ ン ク の 玉 部 材 お よ び ／ ま た は 凹 状 面 は 、 金 属 材 料 を 含 ん で も よ く 、
あ る い は ナ イ ロ ン ま た は プ ラ ス チ ッ ク ま た は ポ リ マ ー 材 料 を 含 ん で も よ く 、 こ れ は 本 発 明
の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 選 択 さ れ る 材 料 は 、 チ ェ ー ン が 使 用 時 に 負 荷 が か か
っ た 状 態 で 様 々 な カ ー ブ を 進 ん で い る 際 の 、 玉 お よ び ／ ま た は 凹 状 面 の 磨 耗 を 最 小 限 に 抑
え る こ と が で き る 、 耐 久 性 の 高 い 材 料 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 チ ェ ー ン リ ン ク が チ ェ ー ン 経 路 に お け る 急 な 垂 直 方 向 の 変 化 に
適 応 し て 移 動 す る こ と を 容 易 に す る よ う 柔 軟 性 が 改 善 さ れ た 、 ボ ル ト 式 ま た は ピ ン 式 、 あ
る い は 半 分 ボ ル ト 式 の チ ェ ー ン を 提 供 す る 。 本 発 明 の 玉 部 材 は 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 適
応 し て 移 動 す る 際 に 、 セ ン タ ー リ ン ク と サ イ ド リ ン ク と の 間 で 枢 動 す る こ と が で き る 。 よ
り 詳 細 に は 、 玉 部 材 は 、 セ ン タ ー リ ン ク が ボ ル ト 、 ス タ ッ ド 、 ま た は ピ ン の 縦 軸 の 周 り を
従 来 の 方 法 で 枢 動 す る こ と を 可 能 に す る と と も に 、 セ ン タ ー リ ン ク が 玉 部 材 の 周 り を 、 サ
イ ド リ ン ク に 対 す る 上 方 ま た は 下 方 の 枢 動 等 、 他 の 方 向 に も 枢 動 で き る よ う に す る 。 本 発
明 の 玉 部 材 お よ び ボ ル ト ま た は ス タ ッ ド の 組 み 合 わ せ は 、 こ の よ う に し て 、 チ ェ ー ン 継 手
で 結 合 ま た は 過 度 の 磨 耗 を 生 じ さ せ ず に 、 ボ ル ト 式 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ た 傾 斜 に 適
応 す る こ と を 可 能 に す る 。 ま た 、 本 発 明 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト 型 接 続 に よ り 、 チ ェ ー ン は 両
方 の 軸 を 中 心 と し て 曲 が る こ と が で き 、 こ れ に よ り さ ら に 、 チ ェ ー ン が ト ラ ッ ク の 十 分 な
長 さ に わ た っ て 曲 が り な が ら ま た は 螺 旋 状 に 進 む （ twist or corkscrew） こ と を 可 能 に す
る こ と が で き る 。 玉 部 材 は ボ ル ト ま た は ス タ ッ ド に 緩 く 嵌 め て も よ い た め 、 本 発 明 の 玉 部
材 は 、 ボ ル ト ま た は ス タ ッ ド の 組 み 立 て プ ロ セ ス を 容 易 に し 、 ボ ル ト 式 チ ェ ー ン の 整 備 ま
た は 保 守 の た め に チ ェ ー ン リ ン ク を 容 易 に 分 解 ま た は 分 断 す る こ と も 促 す 。 こ の よ う に 、
本 発 明 は 、 製 造 お よ び 組 み 立 て が 容 易 な 、 柔 軟 性 が は る か に 高 い チ ェ ー ン を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 図 ３ ３ お よ び 図 ３ ４ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ７ １ ０ は 、
一 対 の サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ を 含 む 。 セ ン タ ー
リ ン ク ７ １ ４ は 、 Ｉ ピ ン ま た は 他 の タ イ プ の ピ ン 、 ボ ル ト 、 ス タ ッ ド 等 の よ う な ピ ン ７ １
６ に よ り 、 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ と ７ １ ２ ｂ と の 間 に 保 持 さ れ 、 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、
７ １ ２ ｂ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ の 中 心 領 域 ま た は 開 口 ７ １ ４ ａ と 、 各 サ イ ド リ ン ク ７
１ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ の 開 口 ７ １ ３ ａ と を 通 っ て 延 び る 。 ピ ン ７ １ ６ は 、 各 サ イ ド リ ン ク ７ １
２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ の 窪 み 領 域 ７ １ ３ ｂ と 係 合 す る ピ ン ７ １ ６ の 両 ヘ ッ ド 部 ７ １ ６ ａ に よ り 、
サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ を 通 っ て そ こ に 保 持 さ れ る 。 ピ ン ７ １ ６ は 、 ピ ン ７ １ ６
の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ の 周 り に 成 形 さ れ る ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の 玉 部 材 ７ ２ ０ を 含 む 。 当
該 技 術 分 野 で 既 知 の よ う に 、 チ ェ ー ン ７ １ ０ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 搬 送 シ ス テ ム の 周 り で
一 続 き の ル ー プ を 成 す 複 数 の リ ン ケ ー ジ を 含 む 。 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 チ ェ ー ン の リ
ン ケ ー ジ の １ つ の セ ッ ト の み を 図 示 し 、 本 明 細 書 で 説 明 す る が 、 チ ェ ー ン の 他 の リ ン ケ ー
ジ も ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ピ ン ７ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ は 、 金 属 材 料 を 含 ん で も よ く 、 ほ ぼ 平 滑 な 外 面 を 提 供
し て も よ い 。 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ は 、 シ ャ フ ト 部 の 低 摩 擦 係 数 面 を 提 供 す る よ う に 、 コ ー
テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ く 、 ま た は 材 料 が 堆 積 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 シ ャ フ ト 部
は 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 製 材 料 、 ま た は 硬 質 の 炭 素 ま た は ダ イ ヤ モ ン ド の よ う な 材 料 、
あ る い は 任 意 の 他 の 耐 久 性 の あ る 低 摩 擦 係 数 材 料 ま た は 滑 り 材 料 で 処 理 さ れ て も よ く 、 こ
れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 低 摩 擦 係 数 ま た は 滑 り 面 は 、 成 形 さ れ た
ス リ ー ブ ま た は 玉 ７ ２ ０ （ 以 下 で 説 明 す る ） を 外 す こ と を 容 易 に し 、 さ ら に 、 チ ェ ー ン が
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そ の 搬 送 経 路 に 適 応 し て 移 動 す る 際 に 、 ピ ン の シ ャ フ ト に 対 す る ス リ ー ブ ま た は 玉 ７ ２ ０
の 回 転 ま た は 移 動 を 促 す 。 Ｉ ピ ン タ イ プ の 締 結 具 ま た は コ ネ ク タ と し て 示 さ れ て い る が 、
サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ は 、 チ ェ ー ン の リ ン ク を
接 続 す る 任 意 の 他 の タ イ プ の ピ ン 、 ボ ル ト 、 ま た は ス タ ッ ド に よ り 互 い に 保 持 さ れ る こ と
が で き 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ピ ン ７ １ ６ の 各 ヘ ッ ド 部 ７ １ ６ ａ は 、 ほ ぼ 矩 形 の ヘ ッ ド を 含 ん で も よ く 、 ヘ ッ ド ７ １ ６
ａ の 一 部 が シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ の 端 か ら 外 側 横 方 向 に 、 逆 方 向 に 延 び る よ う に な る 。 各 サ
イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ は 一 対 の ス ロ ッ ト 開 口 ７ １ ３ ａ を 含 み 、 ス ロ ッ ト 開 口 ７ １
３ ａ は 、 チ ェ ー ン リ ン ク の 組 み 立 て お よ び 分 解 を 容 易 に す る た め に 、 ヘ ッ ド ７ １ ６ ａ が 図
３ ３ お よ び 図 ３ ４ に 示 す 向 き か ら 約 ９ ０ ° 回 転 す る と ヘ ッ ド ７ １ ６ ａ を 受 け 入 れ る サ イ ズ
に さ れ て も よ い 。 各 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ は 、 そ の 各 端 に チ ェ ー ン が 組 み 立 て
ら れ る と ピ ン ７ １ ６ の ヘ ッ ド ７ １ ６ ａ が 収 ま る 窪 み 領 域 ま た は ポ ケ ッ ト ７ １ ３ ｂ を 含 む 。
窪 み 領 域 ７ １ ３ ｂ は 、 突 起 端 部 ７ １ ３ ｃ お よ び 突 起 内 側 部 ７ １ ３ ｄ に よ り 画 成 さ れ 、 こ れ
ら は ヘ ッ ド ７ １ ６ ａ の 側 部 と 係 合 し て 、 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ
ー リ ン ク ７ １ ４ に 対 す る ピ ン ７ １ ６ の 回 転 を 実 質 的 に 妨 げ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ は 、 内 側 開 口 ７ １ ４ ａ を 画 成 す る ほ ぼ 楕 円 形 ま た は 細 長 い リ ン グ
を 含 ん で も よ い 。 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ は 、 そ の 各 端 に 内 側 曲 面 ま た は 凹 状 面 ７ １ ４ ｂ （
図 ３ ３ お よ び 図 ３ ４ ） を 含 み 、 こ こ に 玉 部 材 ７ ２ ０ を 係 合 さ せ て 部 分 的 に 受 け 入 れ て 、 チ
ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 玉 部 材 ７ ２ ０ で セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ を 保 持 す る
。 任 意 選 択 で 、 凹 状 面 ７ １ ４ ｂ は 、 上 述 の ピ ン ７ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ と 同 様 に 、 低
摩 擦 係 数 材 料 で コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て 、 玉 部 材 ７ ２ ０ と セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ と
の 摩 擦 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 玉 部 材 ７ ２ ０ は 、 ピ ン ７ １ ６ の ほ ぼ 平 滑 な 金 属 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ 上 に 成 形 さ れ る プ ラ
ス チ ッ ク ま た は ポ リ マ ー 部 材 を 含 ん で も よ い 。 玉 部 材 ７ ２ ０ は 、 ピ ン ７ １ ６ が 形 成 さ れ た
後 に シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ の 周 り に 成 形 さ れ 、 次 に 、 シ ャ フ ト 部 の 周 り で 冷 却 お よ び 硬 化 さ
れ る 。 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ は ほ ぼ 平 滑 な 、 好 ま し く は 滑 る 外 面 を 有 す る た め 、 玉 部 材 ７ ２
０ は 、 玉 部 材 ７ ２ ０ を シ ャ フ ト 部 材 ７ １ ６ ｂ か ら 外 す た め に シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ に 対 し て
捻 る か 、 摺 動 さ せ る か 、 ま た は 他 の 方 法 で 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 次 に 、 玉 部 材 ７ ２ ０
は 、 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ に 沿 っ て そ の 周 り を 自 由 に 回 転 可 能 か つ 移 動 可 能 で あ り 、 玉 部 材
７ ２ ０ と ピ ン ７ １ ６ と を 相 対 運 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 玉 部 材 ７ １ ６ は 、 ピ
ン ７ １ ６ お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ に 対 し て 回 転 可 能 な 一 体 形 成 さ れ た 玉 を 提 供 す る 。
玉 部 材 ７ １ ６ は 、 上 述 の も の の よ う な 、 玉 部 材 の 一 端 ま た は 両 端 か ら 延 び る １ つ ま た は 複
数 の ス ペ ー サ ま た は ス リ ー ブ 部 を 含 む こ と に よ り 、 シ ャ フ ト 部 に 沿 っ て 玉 部 材 を 所 定 位 置
に 保 持 す る こ と を 助 け る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 玉 部 材 ７ ２ ０ は 、 ピ ン ７ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ の 周 り に ポ リ マ ー 材 料 を 射 出 成 形 す
る こ と に よ り 形 成 し て も よ く 、 ま た は 任 意 の 他 の 成 形 プ ロ セ ス ま た は 方 法 に よ り 形 成 し て
も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 玉 部 材 ７ ２ ０ は 、 ナ イ ロ ン 材
料 ま た は 充 填 ナ イ ロ ン 材 料 （ filled nylon material） 、 Ｐ Ｂ Ｔ 材 料 、 あ る い は エ ン ジ ニ
ア リ ン グ プ ラ ス チ ッ ク 等 の よ う な 、 耐 久 性 の あ る 硬 質 ポ リ マ ー 材 料 か ら 形 成 さ れ て も よ い
。 し か し な が ら 、 明 ら か に 、 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 他 の 材 料 を 玉 部 材 ７
２ ０ の た め に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 任 意 選 択 で 、 玉 部 材 ７ ２ ０ は 、 耐 久 性 お よ び 低 摩 擦 係 数 を 有 す る 外 面 を 提 供 し 、 玉 部 材
７ ２ ０ と セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ と の 相 対 運 動 を 高 め る こ と も で き る 。 任 意 選 択 で 、 玉 部 材
７ ２ ０ は 、 上 述 の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ と 同 様 に 、 滑 り 材 料 ま た は 低 摩 擦 係 数 材 料 で コ ー テ
ィ ン グ し て 、 構 成 部 品 間 の 摩 擦 を さ ら に 低 減 さ せ る こ と が で き 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影
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響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 玉 部 材 ７ ２ ０ は 、 こ の よ う に し て 、 玉 部 材 ７ ２ ０ と ピ ン ７ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ と
の 摺 動 係 合 お よ び ／ ま た は 凹 状 面 ７ １ ４ ｂ と 玉 部 材 ７ ２ ０ と の 摺 動 係 合 に よ り 、 セ ン タ ー
リ ン ク ７ １ ４ を 枢 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン ７ １ ０ に さ ら な る 柔 軟 性 が 与 え ら れ 、
チ ェ ー ン の リ ン ク ま た は 継 手 が 結 合 さ れ る こ と な く 、 チ ェ ー ン ７ １ ０ を 搬 送 経 路 の よ り 急
な 垂 直 カ ー ブ に 適 応 さ せ る こ と が で き る 。 玉 部 材 お よ び そ れ に 対 応 し て 形 成 さ れ る 凹 状 面
は 、 こ の よ う に し て 、 ほ ぼ 一 定 の 表 面 積 に わ た っ て 負 荷 を 分 配 す る こ と が で き る た め 、 従
来 の チ ェ ー ン が 垂 直 方 向 の 上 り 傾 斜 お よ び 下 り 傾 斜 に 応 じ て 間 接 運 動 す る 場 合 に 通 常 生 じ
る 応 力 集 中 が 低 減 す る か 、 ま た は 実 質 的 に な く な る 。 玉 部 材 と 凹 状 面 と の 係 合 は 、 従 来 の
チ ェ ー ン よ り も 広 い 表 面 積 に わ た っ て チ ェ ー ン リ ン ク と ピ ン と の 間 に 負 荷 を 分 配 す る よ う
機 能 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 ピ ン お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 磨 耗 が 低 減 し 、 そ の 結
果 チ ェ ー ン の 保 守 を 減 ら し て ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す こ と が で き る 。 ま た 、 チ ェ ー ン ７ １
０ は ピ ン ７ １ ６ の シ ャ フ ト ７ １ ６ ｂ お よ び ／ ま た は セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ に 低 摩 擦 係 数 面
を 設 け る こ と が で き る た め 、 玉 部 材 ７ ２ ０ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ と ピ ン ７ １ ６ と の 間
の 摩 擦 量 を 低 減 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り さ ら に 、 構 成 部 品 の 磨 耗 が 低 減 し 、 そ の 結 果
チ ェ ー ン の 保 守 を さ ら に 減 ら し て ラ イ フ サ イ ク ル を さ ら に 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 図 ３ ５ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ７ １ ０ ’ は 、 サ イ ド リ ン
ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ を 含 み 、 こ れ ら は ピ ン ７ １ ６ ’ に よ
り 互 い に 保 持 さ れ る 。 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ は
、 チ ェ ー ン ７ １ ０ に 関 し て 上 述 し た サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク と ほ ぼ 同 様 で あ っ
て よ い た め 、 こ れ ら の 構 成 部 品 の 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ピ ン ７ １ ６ ’ は 、 ピ ン ７ １ ６ と 同 様 の ヘ ッ ド 部 ７ １ ６ ａ ’ お よ び 両 ヘ ッ ド 部 ７ １ ６ ａ ’
間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ
ト 部 を 含 み 、 そ の 中 心 領 域 に 切 欠 セ ク シ ョ ン （ notched section） ま た は 狭 小 セ ク シ ョ ン
７ １ ６ ｃ ’ を 含 む 。 ピ ン ７ １ ６ ’ の 切 欠 セ ク シ ョ ン ７ １ ６ ｃ ’ は 、 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’
の 周 り に 円 周 方 向 に 延 び る こ と に よ り 、 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ の 直 径 の 小 さ い 中 心 領 域 を
画 成 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 切 欠 セ ク シ ョ ン ７ １ ６ ｃ ’ は 、 任 意 選 択 で 、 シ ャ
フ ト 部 の 中 心 領 域 の 一 部 に 別 個 の 切 欠 部 ま た は 切 り 込 み （ indents） ま た は 溝 を 設 け て も
よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 上 述 の ピ ン ７ １ ６ と 同 様 に 、 ピ ン ７ １ ６ ’ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ お よ び 切 欠 セ ク シ ョ
ン ７ １ ６ ｃ ’ は 、 ほ ぼ 平 滑 な 円 筒 状 の 外 面 を 提 供 し て も よ い 。 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ は 、
チ ェ ー ン ７ １ ０ の ピ ン ７ １ ６ に 関 し て 上 述 し た よ う な 、 シ ャ フ ト 部 の 低 摩 擦 係 数 面 を 提 供
す る よ う に 、 コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ い 。 低 摩 係 数 ま た は 滑 り 面 は 、 成 形 さ れ
た ス リ ー ブ ま た は 玉 ７ ２ ０ ’ （ 以 下 で 説 明 す る ） を 外 す こ と を 容 易 に し 、 さ ら に 、 チ ェ ー
ン が そ の 搬 送 経 路 に 適 応 し て 移 動 す る 際 に 、 ピ ン の シ ャ フ ト に 対 す る ス リ ー ブ ま た は 玉 ７
２ ０ ’ の 回 転 ま た は 移 動 を 促 す 。 Ｉ ピ ン タ イ プ の 締 結 具 ま た は コ ネ ク タ と し て 示 さ れ て い
る が 、 リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び ７ １ ４ は 、 上 述 の 原 理 を 用 い て 形 成 さ れ る よ う
な 、 チ ェ ー ン の リ ン ク を 接 続 す る 任 意 の 他 の タ イ プ の ピ ン 、 ボ ル ト 、 ま た は ス タ ッ ド に よ
り 互 い に 保 持 さ れ る こ と が で き 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ピ ン ７ １ ６ ’ は 、 ピ ン ７ １ ６ ’ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ の 周 り に ほ ぼ 球 状 ま た は 環 状 の
玉 部 材 ７ ２ ０ ’ を 含 む 。 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ は 、 ピ ン ７ １ ６ ’ の ほ ぼ 平 滑 な シ ャ フ ト 部 ７ １ ６
ｂ ’ 上 に 成 形 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク ま た は ポ リ マ ー 部 材 を 含 ん で も よ く 、 そ の 場 合 、 玉 部 材
７ ２ ０ ’ の 内 側 部 分 は 、 ピ ン ７ １ ６ ’ の 切 欠 セ ク シ ョ ン ７ １ ６ ｃ ’ 内 に 成 形 さ れ る 。 玉 部
材 ７ ２ ０ ’ は 、 ピ ン ７ １ ６ ’ が 形 成 さ れ た 後 に シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ の 周 り に 成 形 さ れ 、
続 い て シ ャ フ ト 部 の 周 り で 冷 却 お よ び 硬 化 さ れ る 。 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ お よ び 切 欠 セ ク
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シ ョ ン ７ １ ６ ｃ ’ は 、 ほ ぼ 平 滑 で 円 筒 形 の 外 面 を 有 し て も よ く 、 こ れ は 滑 り 材 料 ま た は コ
ー テ ィ ン グ で 処 理 さ れ て よ い た め 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ を シ ャ フ ト 部 材 ７ １ ６ ｂ ’ か ら 外 す た
め に 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ を シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ に 対 し て 捻 る か ま た は 他 の 方 法 で 移 動 さ せ
る こ と が で き る 。 次 に 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ は 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ と ピ ン ７ １ ６ ’ と を 相 対 運 動
さ せ る よ う に 、 シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ の 切 欠 セ ク シ ョ ン ７ １ ６ ｃ ’ の 周 り を 自 由 に 回 転 可
能 で あ る 。 切 欠 セ ク シ ョ ン ７ １ ６ ｃ ’ は 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ を 所 定 位 置 に 保 持 す る 役 割 を 果
た し 、 ピ ン ７ １ ６ ’ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ に 沿 っ た 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ の 長 手 方 向 の 移 動 を
制 限 す る か 、 ま た は 実 質 的 に 妨 げ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 玉 部 材 ７ ２ ０ と 同 様 に 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ は 、 ピ ン ７ １ ６ ’ の シ ャ フ ト 部 ７ １ ６ ｂ ’ の 周
り に ポ リ マ ー 材 料 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 形 成 し て も よ く 、 ま た は 任 意 の 他 の 成 形 プ ロ
セ ス ま た は 方 法 に よ り 形 成 し て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い
。 任 意 選 択 で 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ は 、 耐 久 性 が あ り 、 か つ 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ と セ ン タ ー リ ン ク
７ １ ４ と の 相 対 運 動 を 高 め る よ う に 低 摩 擦 係 数 を 有 す る 外 面 を 提 供 し て も よ い 。 任 意 選 択
で 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ は 、 玉 部 材 ７ ２ ０ に 関 し て 上 述 し た よ う な 滑 り ま た は 低 摩 擦 係 数 材 料
で コ ー テ ィ ン グ さ れ て 、 構 成 部 品 間 の 摩 擦 を さ ら に 低 減 さ せ て も よ い 。 上 述 の よ う に 、 セ
ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ の 凹 状 面 ７ １ ４ ｂ は 、 玉 部 材 ７ ２ ０ ’ と 係 合 す る よ り 低 い 摩 擦 係 数 を
有 す る 面 を 提 供 す る よ う に 、 同 様 に ま た は 他 の 方 法 で コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 に 図 ３ ６ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ８ １ ０ は 、 サ イ ド リ ン ク
７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ を 含 み 、 こ れ ら は ピ ン ８ １ ６ に よ り 互
い に 保 持 さ れ る 。 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ は 、 チ
ェ ー ン ７ １ ０ に 関 し て 上 述 し た サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク と ほ ぼ 同 様 で あ っ て よ
い た め 、 こ れ ら の 構 成 部 品 の 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ピ ン ８ １ ６ は 、 ピ ン ７ １ ６ と 同 様 に 両 ヘ ッ ド 部 ８ １ ６ ａ と 、 両 ヘ ッ ド 部 ８ １ ６ ａ 間 に 延
び る シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ と を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ は ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 を 含 み 、
そ の ほ ぼ 中 心 領 域 に 一 体 形 成 さ れ る 球 状 ま た は 環 状 の 玉 部 材 ８ ２ ０ を 含 む 。 上 述 の ピ ン ７
１ ６ と 同 様 に 、 ピ ン ８ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び 玉 部 材 ８ ２ ０ は 、 ほ ぼ 平 滑 な 外 面
を 提 供 し て も よ い 。 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び 玉 部 材 ８ ２ ０ は 、 チ ェ ー ン ７ １ ０ の ピ ン ７
１ ６ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 低 摩 擦 係 数 面 を 提 供 す る よ う に コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 し
て も よ い 。 低 摩 擦 係 数 ま た は 滑 り 面 は 、 成 形 さ れ た ス リ ー ブ ８ １ ７ （ 以 下 で 説 明 す る ） を
ピ ン ８ １ ６ の シ ャ フ ト 部 お よ び 玉 部 材 か ら 外 す こ と を 容 易 に し 、 さ ら に 、 チ ェ ー ン が そ の
搬 送 経 路 に 適 応 し て 移 動 す る 際 に 、 ピ ン の シ ャ フ ト お よ び 玉 に 対 す る ス リ ー ブ の 回 転 ま た
は 移 動 を 促 す 。 Ｉ ピ ン タ イ プ の 締 結 具 ま た は コ ネ ク タ と し て 示 さ れ て い る が 、 リ ン ク ７ １
２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び ７ １ ４ は 、 上 述 の 原 理 を 用 い て 形 成 さ れ る よ う な チ ェ ー ン の リ ン
ク を 接 続 す る 任 意 の 他 の タ イ プ の ピ ン 、 ボ ル ト 、 ま た は ス タ ッ ド に よ り 互 い に 保 持 さ れ る
こ と が で き 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ピ ン ８ １ ６ は 、 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び 玉 部 材 ８ ２ ０ の 周 り に 成 形 さ れ た ポ リ マ ー ま
た は プ ラ ス チ ッ ク の ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び 玉 部 材 ８ ２ ０ の
滑 り 面 は 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ が シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ 上 に 成 形 さ れ た 後 に ス リ ー ブ 部 ８ １ ７
が シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ を 外 す こ と が で き る よ う に し 、 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び 玉 部 材 ８
２ ０ の 周 り で ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ が 回 転 で き る よ う に す る 。 任 意 選 択 で 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７
は 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ を セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ の 凹 状 面 ７ １ ４ ｂ と 係 合 さ せ る た め の 、 耐
久 性 が 高 い 滑 り ま た は 低 摩 擦 面 を 提 供 し て も よ い 。 図 ３ ６ に お い て 見 ら れ る よ う に 、 ス リ
ー ブ 部 ８ １ ７ は 、 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ に 沿 っ て ヘ ッ ド 部 ８ １ ６ ａ ま で 延 び 、 シ ャ フ ト 部 ８
１ ６ ｂ と サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ の 開 口 ７ １ ３ ａ の 端 壁 ７ １ ３ ｅ と を 係 合 さ せ る
た め の 、 耐 久 性 が 高 く 任 意 選 択 の 滑 り ま た は 低 摩 擦 面 を 提 供 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ８ ８ 】
　 玉 部 材 ７ ２ ０ お よ び ７ ２ ０ ’ と 同 様 に 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ は 、 ピ ン ８ １ ６ が 形 成 さ れ た
後 に シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ 上 に 成 形 さ れ て も よ い 。 ピ ン ８ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び
玉 部 材 ８ ２ ０ は 、 ほ ぼ 平 滑 な 面 を 提 供 し 、 か つ ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ が 成 形 さ れ る 処 理 済 み 滑
り 面 を 有 す る こ と が で き る た め 、 ス リ ー ブ 部 は 、 成 形 さ れ た ス リ ー ブ 部 を シ ャ フ ト 部 ８ １
６ ｂ お よ び 玉 部 材 ８ ２ ０ か ら 外 す た め に 、 ピ ン ８ １ ６ に 対 し て 捻 る か ま た は 他 の 方 法 で 移
動 さ せ る こ と が で き 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ は シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び 玉 部 材 ８ ２ ０ の 周 り
を ほ ぼ 自 由 に 回 転 可 能 と な る こ と が で き る 。 チ ェ ー ン ８ １ ０ が 組 み 立 て ら れ る と 、 ス リ ー
ブ 部 ８ １ ７ は そ れ に よ り 、 チ ェ ー ン が そ の 搬 送 経 路 に わ た っ て 曲 が る す な わ ち 屈 曲 す る 際
に サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ 、 お よ び ピ ン ８ １ ６ に 対 し て
移 動 可 能 と な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 玉 部 材 ７ ２ ０ と 同 様 に 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ は 、 ピ ン ８ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ お よ び
玉 部 材 ８ ２ ０ の 周 り に ポ リ マ ー 材 料 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て も よ く 、 ま た は
任 意 の 他 の 成 形 プ ロ セ ス ま た は 方 法 に よ り 形 成 し て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を
与 え る も の で は な い 。 任 意 選 択 で 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ は 、 低 摩 擦 係 数 を 有 す る 外 面 を 提 供
し て （ あ る い は そ の よ う な 材 料 ま た は コ ー テ ィ ン グ で 処 理 し て ） 、 玉 部 材 ７ ２ ０ に 関 し て
上 述 し た よ う な ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ と セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ と の 相 対 運 動 を 高 め て も よ い 。
上 述 の よ う に 、 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ の 凹 状 面 ７ １ ４ ｂ は 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ と 係 合 す る
よ り 低 摩 擦 係 数 を 有 す る 面 を 提 供 す る よ う に 、 同 様 に ま た は 他 の 方 法 で コ ー テ ィ ン グ ま た
は 処 理 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 次 に 図 ３ ７ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ８ １ ０ ’ は 、 サ イ ド リ ン
ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ ’ を 含 み 、 こ れ ら は ピ ン ８ １ ６ ’ に
よ り 互 い に 保 持 さ れ る 。 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４
’ は 、 チ ェ ー ン ７ １ ０ に 関 し て 上 述 し た サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク と ほ ぼ 同 様 で
あ っ て よ い た め 、 こ れ ら の 構 成 部 品 の 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。 し か し な
が ら 、 チ ェ ー ン ８ １ ０ ’ の セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ ’ は 、 そ の 端 部 に ほ ぼ 直 線 状 で あ る か ま
た は わ ず か に 湾 曲 し た ピ ン 係 合 面 ７ １ ４ ｂ ’ を 有 し て も よ く 、 凹 状 の ピ ン 係 合 面 を 含 ま な
い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ピ ン ８ １ ６ ’ は 、 ピ ン ７ １ ６ と 同 様 に 両 ヘ ッ ド 部 ８ １ ６ ａ ’ と 、 両 ヘ ッ ド 部 ８ １ ６ ａ ’
間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ と を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ’ は ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト
部 を 含 み 、 ほ ぼ 平 滑 な 外 面 を 提 供 す る こ と が 好 ま し い 。 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ は 、 チ ェ ー
ン ７ １ ０ の ピ ン ７ １ ６ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 シ ャ フ ト 部 の 低 摩 擦 係 数 面 を 提 供 す る よ
う に コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 し て も よ い 。 例 え ば 、 シ ャ フ ト 部 は 、 構 成 部 品 間 の 摩 擦 を 実
質 的 に 低 減 す る た め に 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 製 材 料 、 ま た は 硬 質 の ダ イ ヤ モ ン ド の よ う
な 材 料 、 あ る い は 任 意 の 他 の 低 摩 擦 係 数 材 料 ま た は 滑 り 材 料 で 処 理 さ れ て も よ く 、 こ れ は
本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 低 摩 擦 係 数 ま た は 滑 り 面 は 、 成 形 さ れ た ス リ
ー ブ ８ １ ７ ’ を 外 す こ と を 容 易 に し 、 さ ら に 、 チ ェ ー ン が そ の 搬 送 経 路 に 適 応 し て 移 動 す
る 際 に 、 ピ ン の シ ャ フ ト に 対 す る ス リ ー ブ の 回 転 ま た は 移 動 を 促 す 。 Ｉ ピ ン タ イ プ の 締 結
具 ま た は コ ネ ク タ と し て 示 さ れ て い る が 、 サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 お よ び セ ン
タ ー リ ン ク ７ １ ４ ’ は 、 上 述 の 原 理 を 用 い て 形 成 さ れ る よ う な チ ェ ー ン の リ ン ク を 接 続 す
る 任 意 の 他 の タ イ プ の ピ ン 、 ボ ル ト 、 ま た は ス タ ッ ド に よ り 互 い に 保 持 さ れ る こ と が で き
、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ピ ン ８ １ ６ ’ は 、 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ の 周 り に 成 形 さ れ た ポ リ マ ー ま た は プ ラ ス チ ッ
ク の ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ ’ を 含 む 。 任 意 選 択 で 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ ’ は 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７
’ を セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ ’ の 面 ま た は 端 部 ７ １ ４ ｂ ’ と 係 合 さ せ る た め の 、 耐 久 性 が 高
い 滑 り ま た は 低 摩 擦 面 を 提 供 し て も よ い 。 図 ３ ７ に お い て 見 ら れ る よ う に 、 ス リ ー ブ 部 ８
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１ ７ ’ は 、 シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ に 沿 っ て ヘ ッ ド 部 ８ １ ６ ａ ’ ま で 延 び 、 シ ャ フ ト 部 ８ １
６ ｂ ’ と サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ の 開 口 ７ １ ３ ａ の 端 壁 ７ １ ３ ｅ と を 係 合 さ せ る
た め の 、 高 い 耐 久 性 （ お よ び 任 意 選 択 で 滑 り ま た は 低 摩 擦 面 ） を 提 供 す る よ う に し て も よ
い 。 上 述 の よ う に 、 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ ’ の 端 部 は 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ ’ と セ ン タ ー リ
ン ク ７ １ ４ ’ と が 係 合 す る た め の よ り 低 い 摩 擦 係 数 を 有 す る 面 を 提 供 す る よ う に 、 同 様 に
ま た は 他 の 方 法 で コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 玉 部 材 ７ ２ ０ お よ び ７ ２ ０ ’ な ら び に ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ と 同 様 に 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ ’
は 、 ピ ン ８ １ ６ ’ が 形 成 さ れ た 後 に シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ 上 に 成 形 さ れ る 。 ピ ン ８ １ ６ ’
の シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ は 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ ｂ ’ が 成 形 さ れ る ほ ぼ 平 滑 な 滑 り 面 を 提 供
す る た め 、 ス リ ー ブ 部 は 、 ス リ ー ブ 部 を シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ か ら 外 す た め に 、 ピ ン ８ １
６ ’ に 対 し て 捻 る か ま た は 他 の 方 法 で 移 動 さ せ る こ と が で き 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ ’ は シ ャ
フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ の 周 り を ほ ぼ 自 由 に 回 転 可 能 と な る こ と が で き る 。 チ ェ ー ン ８ １ ０ ’ が
組 み 立 て ら れ る と 、 チ ェ ー ン が そ の 搬 送 経 路 に わ た っ て 曲 が る す な わ ち 屈 曲 す る 際 に 、 ス
リ ー ブ 部 ８ １ ７ ’ は サ イ ド リ ン ク ７ １ ２ ａ 、 ７ １ ２ ｂ 、 セ ン タ ー リ ン ク ７ １ ４ ’ 、 お よ び
ピ ン ８ １ ６ ’ に 対 し て 移 動 可 能 と な る 。 玉 部 材 ７ ２ ０ と 同 様 に 、 ス リ ー ブ 部 ８ １ ７ ’ は 、
ピ ン ８ １ ６ ’ の シ ャ フ ト 部 ８ １ ６ ｂ ’ の 周 り に ポ リ マ ー 材 料 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 形
成 さ れ て も よ く 、 ま た は 任 意 の 他 の 成 形 プ ロ セ ス ま た は 方 法 に よ り 成 形 さ れ て も よ く 、 こ
れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ３ ８ に 示 す よ う に 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ９ １ ０ は 、 ピ ン ９ １ ６ と 、 サ
イ ド リ ン ク （ 図 示 せ ず ） と 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ と を 含 ん で も よ い 。 セ ン タ ー リ ン ク ９
１ ４ は 各 端 に 、 ピ ン ９ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ と 係 合 す る プ ラ ス チ ッ ク ま た は ポ リ マ ー
イ ン サ ー ト ま た は 部 材 ９ １ ５ を 含 む 。 プ ラ ス チ ッ ク イ ン サ ー ト ９ １ ５ は 、 セ ン タ ー リ ン ク
９ １ ４ の プ ラ ス チ ッ ク イ ン サ ー ト ９ １ ５ と ピ ン ９ １ ６ と を 係 合 さ せ る た め に 、 耐 久 性 の あ
る 滑 り ま た は 低 摩 擦 材 料 面 で コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ く 、 あ る い は そ の よ う な
面 を 提 供 し て も よ い 。 イ ン サ ー ト ９ １ ５ は 、 射 出 成 形 プ ロ セ ス 等 に よ る な ど し て 、 セ ン タ
ー リ ン ク ９ １ ４ の 端 部 ９ １ ４ ｂ に 成 形 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 イ ン サ ー ト ９ １
５ は 、 他 の 成 形 手 段 に よ り セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ に 成 形 さ れ て も よ く 、 ま た は セ ン タ ー リ
ン ク ９ １ ４ に ス ナ ッ プ 嵌 め さ れ る か 、 あ る い は 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ま た は 添 装 さ れ て
も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ピ ン ９ １ ６ は 、 両 ヘ ッ ド 部 ９ １ ６ ａ と 、 両 ヘ ッ ド 部 ９ １ ６ ａ 間 に 延 び る シ ャ フ ト 部 ９ １
６ ｂ と を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト を 含 ん で も よ く 、 ほ ぼ 平 滑 な
外 面 を 提 供 し て も よ い 。 ピ ン ７ １ ６ と 同 様 に 、 シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ は 、 滑 り ま た は 低 摩 擦 係
数 面 を 提 供 す る よ う に コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ い 。 し か し な が ら 、 他 の ピ ン 、
ボ ル ト 、 ス タ ッ ド 等 を チ ェ ー ン ９ １ ０ と と も に 実 施 し て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影
響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ の 各 端 ９ １ ４ ｂ は 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ を 含 む た め 、 イ ン サ ー ト ９ １
５ は 概 ね 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ 内 に 成 形 ま た は 保 持 さ れ る こ と が で き 、 か つ 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ
内 に ほ ぼ 固 定 さ れ る か ま た は 移 動 不 可 能 と な る こ と が で き る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 窪 み
区 域 ９ １ ４ ｃ は 、 ほ ぼ 八 角 形 の 曲 面 ９ １ ４ ｅ の 両 端 に 一 対 の 突 起 端 停 止 部 （ raised end s
tops） ９ １ ４ ｄ を 提 供 す る 。 八 角 形 の 面 ９ １ ４ ｅ お よ び 端 停 止 部 ９ １ ４ ｄ は 、 イ ン サ ー ト
９ １ ５ が セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ に 成 形 さ れ た 後 に 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ に 対 し て イ ン サ
ー ト ９ １ ５ が 移 動 す る の を 実 質 的 に 妨 げ る 役 割 を 果 た す 。 八 角 形 の 面 と し て 図 示 し て い る
が 、 明 ら か に 、 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ に 他 の 形 状 を 設 け て 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ に 対 し て イ
ン サ ー ト ９ １ ５ が 移 動 す る の を 制 限 す る か ま た は 実 質 的 に 妨 げ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 イ ン サ ー ト ９ １ ５ は 、 ピ ン ９ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ と 係 合 す る た め の 、 耐 久 性 の あ
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る 低 摩 擦 係 数 面 ９ １ ５ ａ を 提 供 し て も よ い 。 低 摩 擦 係 数 面 は 、 ピ ン ９ １ ６ と セ ン タ ー リ ン
ク ９ １ ４ と の 相 対 運 動 を 高 め る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 適 応 し て
移 動 す る 際 の セ ン タ ー リ ン ク お よ び ピ ン の 磨 耗 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 イ ン サ ー ト ９
１ ５ は 、 充 填 ナ イ ロ ン 材 料 等 の ナ イ ロ ン 材 料 、 Ｐ Ｂ Ｔ 材 料 、 あ る い は エ ン ジ ニ ア リ ン グ プ
ラ ス チ ッ ク 等 の よ う な 、 耐 久 性 の あ る ポ リ マ ー ま た は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 形 成 さ れ て も
よ い 。 任 意 選 択 で 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ お よ び ／ ま た は ピ ン ９ １ ６ の シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ は
、 低 摩 擦 係 数 を 提 供 す る 材 料 で 処 理 ま た は コ ー テ ィ ン グ さ れ て 、 ピ ン と セ ン タ ー リ ン ク と
の 相 対 運 動 を 高 め 、 か つ 構 成 部 品 の 磨 耗 を 低 減 す る こ と に よ り 、 チ ェ ー ン の 寿 命 を 延 ば す
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 円 筒 状 の シ ャ フ ト ピ ン で 実 施 さ れ る よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 本 発 明 に よ る イ ン サ ー ト
は 、 上 述 の タ イ プ の 玉 部 材 ま た は ス リ ー ブ 等 の よ う な 、 ピ ン の シ ャ フ ト 部 上 の 玉 部 材 ま た
は 他 の ス リ ー ブ 等 （ 図 ３ ８ に は 図 示 せ ず ） と 係 合 す る た め に 、 上 述 の セ ン タ ー リ ン ク ７ １
４ の 凹 状 面 ７ １ ４ ｂ と 同 様 の 面 等 の 凹 状 面 （ 同 様 に 図 ３ ８ に は 図 示 せ ず ） を 含 ん で も よ い
こ と が 想 定 さ れ る 。 イ ン サ ー ト は 、 セ ン タ ー リ ン ク に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ま た は 添 装
さ れ て 、 セ ン タ ー リ ン ク に 交 換 可 能 な 磨 耗 面 を 提 供 す る た め に イ ン サ ー ト を 取 り 外 し て 交
換 す る こ と を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 次 に 図 ３ ９ を 参 照 す る と 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ９ １ ０ ’ は 、 ピ ン ９ １ ６
’ と 、 サ イ ド リ ン ク ９ １ ２ ’ と 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ と を 含 む 。 セ ン タ ー リ ン ク ９ １
４ ’ は 、 各 端 に 、 ピ ン ９ １ ６ ’ の シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ ’ と 係 合 す る プ ラ ス チ ッ ク ま た は ポ
リ マ ー イ ン サ ー ト ま た は 部 材 ９ １ ５ ’ を 含 む 。 プ ラ ス チ ッ ク イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 セ ン
タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ と ピ ン ９ １ ６ ’ と を 係 合 さ せ る た め に 、 耐 久 性 の あ る 滑 り ま た は 低 摩
擦 材 料 面 で コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ く 、 あ る い は そ の よ う な 面 を 提 供 し て も よ
い 。 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 射 出 成 形 プ ロ セ ス 等 に よ る な ど し て 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４
’ の 端 部 ９ １ ４ ｂ ’ に 成 形 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 他
の 成 形 手 段 に よ り セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ に 成 形 さ れ て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影
響 を 与 え る も の で は な い 。 任 意 選 択 で 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’
の 端 部 ９ １ ４ ｂ ’ に ス ナ ッ プ 嵌 め さ れ る か ま た は 他 の 方 法 で 添 装 さ れ て も よ い 交 換 可 能 な
イ ン サ ー ト で あ っ て も よ い 。 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 以 下 で 説 明 す る ピ ン ９ １ ６ ’ の 玉 部
ま た は 玉 部 材 ９ ２ ０ ’ の 外 面 と ほ ぼ 均 一 に 係 合 す る 凹 状 係 合 面 ま た は ソ ケ ッ ト ９ １ ５ ａ ’
を 含 ん で も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ピ ン ９ １ ６ ’ は 、 両 ヘ ッ ド 部 ９ １ ６ ａ ’ と 、 両 ヘ ッ ド 部 ９ １ ６ ａ ’ 間 に 延 び る シ ャ フ ト
部 ９ １ ６ ｂ ’ と を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ’ は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト を 含 み 、 シ ャ フ ト
部 ９ １ ６ ｂ ’ の ほ ぼ 中 心 部 に ほ ぼ 球 状 の 玉 部 材 ま た は 玉 部 ９ ２ ０ ’ を 含 む 。 玉 部 材 ９ ２ ０
’  は 、 ピ ン ９ １ ６ ’ の シ ャ フ ト の 一 部 と し て 形 成 さ れ て も よ く 、 ま た は 上 述 の 原 理 を 利
用 す る な ど し て 、 ピ ン ９ １ ６ ’ に 摺 動 ま た は 成 形 ま た は 形 成 さ れ て も よ い 。 シ ャ フ ト 部 ９
１ ６ ｂ ’ お よ び 玉 部 材 ９ ２ ０ ’ の 外 面 は 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ に お い て イ ン サ ー ト ９
１ ５ ’ と 係 合 す る ほ ぼ 平 滑 な 外 面 を 提 供 す る こ と が 好 ま し い 。 ピ ン ７ １ ６ と 同 様 に 、 シ ャ
フ ト 部 ９ １ ６ ｂ ’ お よ び ピ ン ９ １ ６ ’ の 玉 部 材 ９ ２ ０ ’ は 、 滑 り ま た は 低 摩 擦 係 数 面 を 提
供 す る よ う に コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ い 。 し か し な が ら 、 他 の ピ ン 、 ボ ル ト 、
ス タ ッ ド 等 を チ ェ ー ン ９ １ ０ ’ と と も に 実 施 し て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与
え る も の で は な い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 上 述 の セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ と 同 様 に 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ の 各 端 ９ １ ４ ｂ ’ は 、
窪 み 区 域 （ ９ １ ４ ｃ ’ で 全 体 的 に 示 す ） を 提 供 し て も よ い た め 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 概
ね 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ ’ 内 に 成 形 さ れ る こ と が で き 、 か つ 窪 み 区 域 内 に ほ ぼ 固 定 さ れ る か ま
た は 移 動 不 可 能 と な る こ と が で き る 。 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ ’ は 、 上 述 の 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ と
ほ ぼ 同 様 で あ っ て よ い た め 、 窪 み 区 域 の 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。 セ ン タ
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ー リ ン ク ９ １ ４ ’ の 窪 み 区 域 ９ １ ４ ｃ ’ は 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ の ソ ケ ッ ト ま た は 面 ９ １
５ ａ ’ の 曲 率 に ほ ぼ 対 応 す る 凹 状 合 わ せ 面 ま た は ソ ケ ッ ト を 含 ん で も よ い 。 こ の 場 合 、 イ
ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 ソ ケ ッ ト 区 域 に ほ ぼ 均 一 な 厚 さ を 有 す る よ う に 成 形 す る こ と が で き
る 。 し か し な が ら 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ は 、 ほ ぼ 平 坦 な 、 ま た は 他 の 方 法 で 形 成 さ れ
た 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ の 合 わ せ 面 を 有 し て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る
も の で は な い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 ピ ン ９ １ ６ ’ の 玉 部 材 ま た は 玉 部 ９ ２ ０ ’ と 係 合 す る 耐 久 性 が
あ る 低 摩 擦 係 数 面 ９ １ ５ ａ ’ を 提 供 し て も よ い 。 低 摩 擦 係 数 に よ り 、 ピ ン ９ １ ６ ’ と セ ン
タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ と の 相 対 運 動 を 高 め る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路
に 適 応 し て 移 動 す る 際 の セ ン タ ー リ ン ク お よ び ピ ン の 磨 耗 を 低 減 す る こ と が で き る 。 面 ９
１ ５ ａ ’ お よ び 玉 部 材 ９ ２ ０ ’ が 対 応 す る 形 状 お よ び 曲 率 を 有 す る こ と に よ り 、 チ ェ ー ン
９ １ ０ ’ の 柔 軟 性 が 改 善 さ れ 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ の 端 お よ び ／ ま た は ピ ン ９ １ ６ ’
の シ ャ フ ト の 磨 耗 が 低 減 す る 。 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ は 、 充 填 ナ イ ロ ン 材 料 等 の ナ イ ロ ン 材
料 、 Ｐ Ｂ Ｔ 材 料 、 あ る い は エ ン ジ ニ ア リ ン グ プ ラ ス チ ッ ク 等 の よ う な 、 耐 久 性 の あ る ポ リ
マ ー ま た は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら で き て い て も よ い 。 玉 お よ び ソ ケ ッ ト の 構 成 に よ り 、 イ
ン サ ー ト ９ １ ５ ’ に 加 わ る 張 力 お よ び 剪 断 応 力 が 最 小 限 に 抑 え ら れ 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’
は 主 に 、 プ ラ ス チ ッ ク イ ン サ ー ト へ 与 え る 損 傷 が 少 な い 圧 縮 荷 重 を 受 け る よ う に な る 。 任
意 選 択 で 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ お よ び ／ ま た は ピ ン ９ １ ６ ’ の 玉 部 材 ９ ２ ０ ’ は 、 低 摩 擦
係 数 を 提 供 す る 材 料 で 処 理 ま た は コ ー テ ィ ン グ さ れ て 、 ピ ン と セ ン タ ー リ ン ク と の 相 対 運
動 を 高 め 、 か つ 構 成 部 品 の 磨 耗 を 低 減 す る こ と に よ り 、 チ ェ ー ン の 寿 命 を 延 ば す こ と が で
き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 任 意 選 択 で 、 図 ４ ０ に 示 す よ う に 、 チ ェ ー ン ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン ９ １ ０ ’ ’ は 、
ピ ン ９ １ ６ ’ ’ と 、 サ イ ド リ ン ク ９ １ ２ ’ ’ と 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ と を 含 ん で も
よ い 。 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ は 各 端 に 、 ピ ン ９ １ ６ ’ ’ の シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ ’ ’ と
係 合 す る プ ラ ス チ ッ ク ま た は ポ リ マ ー イ ン サ ー ト ま た は 部 材 ９ １ ５ ’ ’ を 含 む 。 プ ラ ス チ
ッ ク イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ と ピ ン ９ １ ６ ’ ’ と を 係 合 さ せ
る た め に 、 耐 久 性 の あ る 滑 り ま た は 低 摩 擦 材 料 面 で コ ー テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ く
、 あ る い は そ の よ う な 面 を 提 供 し て も よ い 。 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ は 、 射 出 成 形 プ ロ セ ス
等 に よ る な ど し て 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ の 端 部 ９ １ ４ ｂ ’ ’ に 成 形 す る こ と が で き
る 。 し か し な が ら 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ は 、 他 の 成 形 手 段 に よ り セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４
’ ’ に 成 形 し て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。 イ ン サ ー ト ９
１ ５ ’ ’ は 、 以 下 で 述 べ る の よ う に 、 ピ ン ９ １ ６ ’ ’ の シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ ’ ’ の 狭 い 外
面 と ほ ぼ 均 一 に 係 合 す る 凸 状 係 合 面 ９ １ ５ ａ ’ ’ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ピ ン ９ １ ６ ’ ’ は 、 両 ヘ ッ ド 部 ９ １ ６ ａ ’ ’ と 、 両 ヘ ッ ド 部 ９ １ ６ ａ ’ ’ 間 に 延 び る シ
ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ ’ ’ を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ’ ’ は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト を 含 み 、
シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ ’ ’ の ほ ぼ 中 心 部 に 狭 小 部 ９ １ ６ ｃ ’ ’ を 含 む 。 狭 小 部 ９ １ ６ ｃ ’ ’
は 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ の 外 向 曲 面 （ outwardly curved surface） ９ １ ５ ａ ’ ’ と ほ ぼ
均 一 に 係 合 す る 内 向 曲 面 （ inwardly curved surface） を 含 む 。 シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ｂ ’ ’
の 外 向 曲 面 ９ １ ６ ｃ ’ ’ は 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ に お い て イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ の
凸 状 面 ９ １ ５ ａ ’ ’ と 係 合 す る ほ ぼ 平 滑 な 外 面 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ピ ン ７ １ ６ と 同
様 に 、 シ ャ フ ト 部 ９ １ ６ ’ ’ は 、 滑 り ま た は 低 摩 擦 係 数 面 を 提 供 す る よ う に コ ー テ ィ ン グ
ま た は 処 理 さ れ て も よ い 。 し か し な が ら 、 他 の ピ ン 、 ボ ル ト 、 ス タ ッ ド 等 を チ ェ ー ン ９ １
０ ’ ’ と と も に 実 施 し て も よ く 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ は 、 上 述 の セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ 、 ９ １ ４ ’ と ほ ぼ 同 様 で あ
っ て よ い た め 、 セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ の 詳 細 な 説 明 は 本 明 細 書 で は 繰 り 返 さ な い 。 イ
ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ を セ ン タ ー リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ の 各 端 の 概 ね 窪 み 区 域 内 に 成 形 す る こ と
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が で き 、 窪 み 区 域 内 に ほ ぼ 固 定 す る か 、 ま た は 移 動 不 可 能 と す る こ と が で き る と 言 え ば 十
分 で あ ろ う 。 任 意 選 択 で 、 イ ン サ ー ト は 、 セ ン タ ー リ ン ク に ス ナ ッ プ 嵌 め ま た は 他 の 方 法
で 添 装 さ れ る か 、 あ る い は 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け さ れ て も よ く 、 セ ン タ ー リ ン ク に 取 り
外 し 可 能 か つ 交 換 可 能 な 磨 耗 面 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 イ ン サ ー ト ９ １ ５ お よ び ９ １ ５ ’ と 同 様 に 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ は 、 ピ ン ９ １ ６ ’ ’
の シ ャ フ ト ９ １ ６ ｂ ’ ’ の 狭 小 湾 曲 部 ９ １ ６ ｃ ’ ’ と 係 合 す る 耐 久 性 の あ る 低 摩 擦 係 数 面
９ １ ５ ａ ’ ’ を 提 供 し て も よ い 。 低 摩 擦 係 数 に よ り 、 ピ ン ９ １ ６ ’ ’ と セ ン タ ー リ ン ク ９
１ ４ ’ ’ と の 相 対 運 動 を 高 め る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 適 応 し て
移 動 す る 際 の セ ン タ ー リ ン ク お よ び ピ ン の 磨 耗 を 低 減 す る こ と が で き る 。 イ ン サ ー ト ９ １
５ ’ ’ の 外 向 曲 面 ９ １ ５ ａ ’ ’ お よ び ピ ン ９ １ ６ ’ ’ の 内 向 曲 面 ９ １ ６ ｃ ’ ’ が 対 応 す る
形 状 お よ び 曲 率 を 有 す る こ と に よ り 、 チ ェ ー ン ９ １ ０ ’ ’ の 柔 軟 性 が 改 善 さ れ 、 セ ン タ ー
リ ン ク ９ １ ４ ’ ’ の 端 部 お よ び ／ ま た は ピ ン ９ １ ６ ’ ’ の シ ャ フ ト の 磨 耗 が 低 減 す る 。 イ
ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ は 、 充 填 ナ イ ロ ン 材 料 等 の ナ イ ロ ン 材 料 、 Ｐ Ｂ Ｔ 材 料 、 あ る い は エ ン
ジ ニ ア リ ン グ プ ラ ス チ ッ ク 等 の よ う な 、 耐 久 性 の あ る ポ リ マ ー ま た は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か
ら で き て い て も よ い 。 任 意 選 択 で 、 イ ン サ ー ト ９ １ ５ ’ ’ お よ び ／ ま た は ピ ン ９ １ ６ ’ ’
の 曲 面 ９ １ ６ ｃ ’ ’ は 、 低 摩 擦 係 数 面 ま た は コ ー テ ィ ン グ を 提 供 す る 材 料 で 処 理 ま た は コ
ー テ ィ ン グ さ れ て 、 ピ ン と セ ン タ ー リ ン ク と の 相 対 運 動 を 高 め 、 か つ 構 成 部 品 の 磨 耗 を 低
減 す る こ と に よ り 、 チ ェ ー ン の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ３ ３ ～ 図 ４ ０ に 関 し て 上 述 し た チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 実 施 形 態 は そ れ ぞ れ 、 楕 円 形 ま
た は 矩 形 の ヘ ッ ド 部 を 含 む が 、 丸 形 ヘ ッ ド の ピ ン を 提 供 し て も よ く （ 上 述 の 本 発 明 の チ ェ
ー ン の い ず れ か の よ う に ） 、 そ の 場 合 、 ピ ン の 各 端 に 丸 形 ヘ ッ ド を 有 し 、 ヘ ッ ド 間 の シ ャ
フ ト 部 に 玉 部 材 お よ び ／ ま た は ス リ ー ブ 等 を 有 す る こ と が 、 さ ら に 想 定 さ れ る 。 こ の 場 合
、 ヘ ッ ド 部 は 、 サ イ ド リ ン ク の 拡 大 さ れ た ほ ぼ 円 形 の 開 口 に 挿 入 す る こ と が で き 、 サ イ ド
リ ン ク の 各 端 に 向 か っ て 狭 小 開 口 ま で 、 外 側 に 摺 動 さ せ る こ と が で き る 。 狭 小 開 口 は 、 円
形 ヘ ッ ド が 通 る こ と を 実 質 的 に 妨 げ 、 そ れ に よ り セ ン タ ー リ ン ク お よ び ピ ン に 対 し て サ イ
ド リ ン ク を 保 持 す る 。 サ イ ド リ ン ク は 、 狭 小 開 口 の 周 り に 丸 形 ヘ ッ ド を 受 け 入 れ る 窪 み 区
域 を 含 む こ と に よ り 、 サ イ ド リ ン ク の 拡 大 開 口 に 向 か っ て サ イ ド リ ン ク に 対 し て ピ ン が 移
動 す る こ と を 実 質 的 に 妨 げ る 。 ピ ン は こ れ に よ り 、 サ イ ド リ ン ク お よ び セ ン タ ー リ ン ク に
対 し て 回 転 す る こ と が で き る と と も に 、 チ ェ ー ン の 柔 軟 性 を よ り 高 め 、 か つ ／ ま た は 磨 耗
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 ３ ３ ～ 図 ４ ０ の ピ ン に よ り 連 結 さ れ る も の と し て 示 さ れ て い る が 、 本 発 明 の チ ェ ー ン
の リ ン ケ ー ジ は 、 他 の ピ ン 、 ボ ル ト 、 ス タ ッ ド 、 ハ ー フ ボ ル ト ／ ハ ー フ ピ ン 型 の ピ ン ま た
は 締 結 具 、 あ る い は 任 意 の 他 の 締 結 ま た は 連 結 手 段 に よ り 別 の 方 法 で 連 結 し て 、 サ イ ド リ
ン ク と セ ン タ ー リ ン ク と を 互 い に 保 持 す る こ と が で き る こ と が 、 さ ら に 想 定 さ れ る 。 締 結
ま た は 連 結 手 段 は 、 上 述 の 原 理 を 用 い て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 上 述 の ピ ン お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 実 施 形 態 は い ず れ も 、 任 意 の 適 当 な 材 料 を 含 む 磨 耗
面 構 成 部 品 を 有 し て も よ い こ と が 想 定 さ れ る 。 例 え ば 、 磨 耗 面 構 成 部 品 は 、 鋼 ま た は 他 の
金 属 材 料 、 青 銅 ま た は 他 の よ り 軟 質 な 金 属 材 料 、 エ ン ジ ニ ア リ ン グ プ ラ ス チ ッ ク ま た は 他
の 強 度 お よ び 耐 久 性 の あ る ポ リ マ ー 材 料 等 の ポ リ マ ー 材 料 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 焼 結 材 料 、
テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 材 料 、 フ ル オ ロ カ ー ボ ン 材 料 等 を 含 ん で も よ い 。 ま た 、 上 述 の ピ ン
お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 実 施 形 態 の い ず れ も 、 ピ ン お よ び ／ ま た は チ ェ ー ン リ ン ク の 磨 耗
面 に （ at or on） 低 摩 擦 係 数 ま た は 滑 り コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で よ い こ と が 想 定 さ れ る 。 し
た が っ て 、 コ ー テ ィ ン グ は 、 磨 耗 面 間 の 相 対 運 動 ま た は 回 転 ま た は 摺 動 を 高 め る こ と に よ
り 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 性 能 を 高 め 、 か つ チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 寿 命 を 延 ば す こ と が で
き る 。 コ ー テ ィ ン グ は 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） タ イ プ コ ー テ ィ ン グ ま た は ダ イ ヤ モ ン ド ラ
イ ク コ ー テ ィ ン グ 等 、 あ る い は こ の よ う な 用 途 に 適 し た 任 意 の 他 の 低 摩 擦 係 数 ま た は 滑 り
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コ ー テ ィ ン グ 等 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 ピ ン ま た は チ ェ ー ン リ ン ク の 金 属 ま た は プ ラ ス チ ッ ク （ あ る い
は 他 の 材 料 ） の 磨 耗 面 に ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク コ ー テ ィ ン グ （ Ｄ Ｌ Ｃ ） を 施 し て も よ い 。 磨
耗 面 構 成 部 品 は 、 ほ ぼ 平 滑 な 磨 耗 面 を 画 成 し て 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 対 応 す る 磨 耗 面 と
の 摺 動 係 合 ま た は 移 動 係 合 を 高 め る こ と が で き る 。 金 属 磨 耗 面 構 成 部 品 （ 複 数 可 ） は 、 構
成 部 品 の 研 磨 、 振 動 等 （ セ ラ ミ ッ ク チ ッ プ ま た は 鋼 チ ッ プ 等 の 研 磨 等 ） の よ う な 任 意 の 既
知 の 手 段 に よ り ほ ぼ 平 滑 に 形 成 す る こ と が で き 、 一 方 、 プ ラ ス チ ッ ク 磨 耗 面 構 成 部 品 （ 複
数 可 ） は 所 望 の 形 態 に 成 形 し 、 か つ ／ ま た は 所 望 の 面 平 滑 性 を 得 る よ う に 研 磨 ま た は 振 動
さ せ る こ と が で き 、 こ れ は 本 発 明 の 範 囲 に 影 響 を 与 え る も の で は な い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 磨 耗 面 （ 複 数 可 ） の ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク コ ー テ ィ ン グ は 、 チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン に 高 い 性
能 お よ び 長 い 寿 命 を 提 供 す る 。 こ の よ う な ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク コ ー テ ィ ン グ は 、 用 途 に よ
っ て は 点 荷 重 お よ び 衝 撃 に 敏 感 な 場 合 が あ る た め 、 本 発 明 の 磨 耗 面 構 成 部 品 は 、 玉 部 材 お
よ び 対 応 し て 形 成 さ れ る ソ ケ ッ ト を 備 え て 、 こ の よ う な 点 荷 重 状 態 を 低 減 す る か ま た は 実
質 的 に な く す こ と が で き る 。 こ の よ う な 玉 お よ び ソ ケ ッ ト の 構 成 は 、 接 触 面 積 を よ り 広 い
面 積 に 広 げ る こ と に よ り 、 こ の よ う な 衝 撃 ま た は イ ン パ ク ト ま た は 点 荷 重 の 問 題 を 減 ら す
。
【 ０ １ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 玉 部 材 に 沿 っ て セ ン タ ー リ ン ク を 摺 動 係 合 さ せ る こ と 、 お よ び
ピ ン の シ ャ フ ト の 周 り で ス リ ー ブ ま た は 玉 部 材 を 摺 動 係 合 さ せ る こ と に よ り セ ン タ ー リ ン
ク の 枢 動 を 可 能 に す る 、 ス リ ー ブ お よ び ／ ま た は 玉 部 材 、 な ら び に ピ ン ま た は ボ ル ト ま た
は ス タ ッ ド を 提 供 す る 。 こ れ に よ り 、 チ ェ ー ン に さ ら な る 柔 軟 性 が 与 え ら れ 、 チ ェ ー ン の
リ ン ク ま た は 継 手 が 結 合 さ れ る こ と な く 、 チ ェ ー ン を 搬 送 経 路 の よ り 急 な 垂 直 カ ー ブ に 適
応 さ せ る こ と が で き る 。 玉 部 材 お よ び そ れ に 対 応 し て 形 成 さ れ る 凹 状 面 は 、 こ の よ う に し
て 、 ほ ぼ 一 定 の 表 面 積 に わ た っ て 負 荷 を 分 配 す る こ と が で き る た め 、 従 来 の チ ェ ー ン が 垂
直 方 向 の 上 り 傾 斜 お よ び 下 り 傾 斜 に 応 じ て 間 接 運 動 す る 場 合 に 通 常 生 じ る 応 力 集 中 が 低 減
す る か 、 ま た は 実 質 的 に な く な る 。 玉 部 材 と 凹 状 面 と の 係 合 は 、 従 来 の チ ェ ー ン よ り も 広
い 表 面 積 に わ た っ て チ ェ ー ン リ ン ク と ピ ン ま た は ボ ル ト ま た は ス タ ッ ド と の 間 に 負 荷 を 分
配 す る よ う 機 能 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 ピ ン お よ び チ ェ ー ン リ ン ク の 磨 耗 が 低 減
し 、 そ の 結 果 チ ェ ー ン の 保 守 を 減 ら し て ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 玉 部 材 、 お よ び ／ ま た は ピ ン の 玉 部 材 ま た は シ ャ フ ト を 覆 う ス リ ー ブ 、 お よ び ／ ま た は
セ ン タ ー リ ン ク の イ ン サ ー ト は 、 強 度 が 高 く 耐 久 性 の あ る ポ リ マ ー ま た は プ ラ ス チ ッ ク 材
料 を 含 ん で も よ い 。 選 択 さ れ る 材 料 は 、 チ ェ ー ン が 使 用 時 に 負 荷 が か か っ た 状 態 で 様 々 な
カ ー ブ を 進 ん で い る 際 の 玉 部 材 お よ び ／ ま た は 凹 状 面 の 磨 耗 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き
る 、 耐 久 性 の 高 い 材 料 を 含 ん で も よ い 。 材 料 は 、 低 摩 擦 係 数 面 を 提 供 す る よ う に も 選 択 ま
た は 処 理 ま た は コ ー テ ィ ン グ さ れ て 、 構 成 部 品 の 互 い に 対 す る 可 動 性 を 高 め 、 か つ 構 成 部
品 の 磨 耗 を 低 減 す る こ と が で き る 。 任 意 選 択 で 、 接 触 面 の １ つ ま た は 複 数 は 、 接 触 す る 構
成 部 品 間 の 低 摩 擦 係 数 面 を 提 供 す る こ と が で き る 材 料 で 処 理 ま た は コ ー テ ィ ン グ さ れ て 、
チ ェ ー ン の 磨 耗 を さ ら に 低 減 す る こ と が で き る 。 玉 部 材 、 ス リ ー ブ 、 イ ン サ ー ト 、 ま た は
他 の 磨 耗 面 構 成 部 品 は 、 任 意 選 択 で 、 鋼 等 ま た は 青 銅 あ る い は 他 の よ り 軟 質 な 金 属 （ meta
llic） 等 の よ う な 金 属 材 料 を 含 ん で も よ く 、 各 磨 耗 面 間 の 低 摩 擦 係 合 を 高 め る よ う に コ ー
テ ィ ン グ ま た は 処 理 さ れ て も よ い 。 本 発 明 の 玉 部 材 、 ピ ン お よ び ／ ま た は セ ン タ ー リ ン ク
は 低 摩 擦 面 を 含 む こ と が で き る た め 、 本 発 明 は 、 セ ン タ ー リ ン ク と ピ ン と の 間 の 、 お よ び
／ ま た は サ イ ド リ ン ク と ピ ン と の 間 の 摩 擦 量 を 減 ら し て 、 こ れ に よ り さ ら に 構 成 部 品 の 磨
耗 を 低 減 し 、 そ の 結 果 チ ェ ー ン の 保 守 を 減 ら し て ラ イ フ サ イ ク ル を 延 ば す こ と が で き る 。
本 発 明 の 低 摩 擦 面 は 、 使 用 中 に チ ェ ー ン の 継 手 を 潤 滑 さ せ る （ lubrication： 注 油 す る ）
必 要 を 実 質 的 に 低 減 す る か ま た は な く す こ と が で き る こ と が 想 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 本
発 明 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 構 成 部 品 を 有 す る 無 潤 滑 チ ェ ー ン を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 ピ ン に 形 成 ま た は 成 形 さ れ た 単 一 プ ラ ス チ ッ ク 構 成 部 品 を 提 供 し て 、 チ ェ ー
ン の 性 能 を 高 め る こ と も で き る 。 成 形 さ れ た 玉 部 材 ま た は ス リ ー ブ は 、 ピ ン か ら 外 す こ と
が で き る た め 、 ピ ン と 玉 部 材 ま た は ス リ ー ブ と の 相 対 運 動 を 可 能 に す る と と も に 、 玉 ま た
は ス リ ー ブ と チ ェ ー ン リ ン ク と の 相 対 運 動 も 可 能 に す る 。 成 形 さ れ た 玉 ま た は ス リ ー ブ は
、 こ の よ う に 、 チ ェ ー ン の 金 属 構 成 部 品 間 の 係 合 構 成 部 品 を 提 供 す る 一 体 形 成 さ れ た 耐 久
部 材 で あ る 。 任 意 選 択 で 、 金 属 ま た は プ ラ ス チ ッ ク の 玉 ま た は ス リ ー ブ は 、 ス タ ッ ド ま た
は ボ ル ト 型 の ピ ン に 摺 動 ま た は プ レ ス さ れ て も よ く 、 そ こ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ っ て も よ
い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 チ ェ ー ン リ ン ク が チ ェ ー ン 経 路 に お け る 急 な 垂 直 方 向 の 変 化 に
適 応 し て 移 動 す る こ と を 容 易 に す る よ う 柔 軟 性 が 改 善 さ れ た チ ェ ー ン を 提 供 す る 。 本 発 明
の 玉 部 材 ま た は 狭 小 シ ャ フ ト 部 は 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路 に 適 応 し て 移 動 す る 際 に 、 セ ン タ
ー リ ン ク と サ イ ド リ ン ク と の 間 で 枢 動 す る こ と が で き る 。 よ り 詳 細 に は 、 玉 部 材 ま た は 狭
小 シ ャ フ ト 部 は 、 セ ン タ ー リ ン ク が ピ ン の 縦 軸 を 中 心 と し て 従 来 の 方 法 で 枢 動 す る こ と を
可 能 に す る と と も に 、 セ ン タ ー リ ン ク が ピ ン に 対 し て （ 玉 部 材 を 中 心 と し て ま た は 湾 曲 し
た シ ャ フ ト 部 内 で 等 ） 、 サ イ ド リ ン ク に 対 す る 上 方 ま た は 下 方 の 枢 動 等 、 他 の 方 向 に も 枢
動 で き る よ う に す る 。 本 発 明 の 玉 部 材 ／ 湾 曲 し た 係 合 面 お よ び ピ ン の 組 み 合 わ せ は 、 こ の
よ う に し て 、 チ ェ ー ン 継 手 で 結 合 ま た は 過 度 の 磨 耗 を 生 じ さ せ ず に 、 チ ェ ー ン が 搬 送 経 路
に 沿 っ た 上 り 傾 斜 に 適 応 す る こ と を 可 能 に す る 。 ま た 、 本 発 明 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト 型 接 続
に よ り 、 チ ェ ー ン は 両 方 の 軸 を 中 心 と し て 曲 が る こ と が で き 、 こ れ に よ り さ ら に 、 チ ェ ー
ン が ト ラ ッ ク の 十 分 な 長 さ に わ た っ て 曲 が り な が ら ま た は 螺 旋 状 に 進 む （ twist or corks
crew） こ と を 可 能 に す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 は 、 製 造 お よ び 組 み 立 て が 容
易 な 、 よ り 高 い 柔 軟 性 お よ び よ り 長 い ラ イ フ サ イ ク ル を 有 す る チ ェ ー ン を 提 供 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 具 体 的 に 説 明 し た 実 施 形 態 の 変 更 お よ び 修 正 を 本 発 明 の 原 理 か ら 逸 脱 せ ず に 行 う こ と が
で き 、 本 発 明 は 、 特 許 法 の 原 則 に 従 っ て 解 釈 さ れ る よ う に 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ
て の み 限 定 さ れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ７ 】
【 図 １ 】 両 ね じ ス タ ッ ド 型 ピ ン を 有 す る 、 本 発 明 に よ る 玉 お よ び ソ ケ ッ ト ボ ル ト チ ェ ー ン
ま た は チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ お よ び 図 ２ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト ボ ル ト チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ お よ び 図 ５ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト ボ ル ト チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 サ イ ド リ ン ク の １ つ を 取 り 外 し た 、 本 発 明 に よ る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト ボ ル ト
チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 両 方 の サ イ ド リ ン ク を 示 す 、 図 １ １ お よ び 図 １ ２ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面
部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ボ ル ト 式 ピ ン が チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 回 転 可 能 な 別 の ボ ル ト 式 チ ェ ー ン セ ク
シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ６ 】 ピ ン を さ ら に 詳 細 に 示 す た め に サ イ ド リ ン ク の １ つ を 取 り 外 し た 、 ピ ン が チ ェ
ー ン リ ン ク に 回 転 可 能 に 受 け 入 れ ら れ て い る 本 発 明 に よ る 玉 お よ び ソ ケ ッ ト Ｉ ピ ン チ ェ ー
ン セ ク シ ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 両 方 の サ イ ド リ ン ク を 示 す 、 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面
部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 Ｉ ピ ン が チ ェ ー ン リ ン ク に 対 し て 回 転 可 能 な 別 の Ｉ ピ ン チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の
上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 ピ ン を さ ら に 詳 細 に 示 す た め に サ イ ド リ ン ク の １ つ を 取 り 外 し て 示 す 、 ピ ン が
チ ェ ー ン リ ン ク に 選 択 的 に 回 転 不 可 能 に 位 置 す る 本 発 明 に よ る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト Ｉ ピ
ン チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ １ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 ピ ン を さ ら に 詳 細 に 示 す た め に サ イ ド リ ン ク の １ つ を 取 り 外 し て 示 す 、 ピ ン が
チ ェ ー ン リ ン ク に 選 択 的 に 回 転 不 可 能 に 位 置 す る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト Ｉ ピ ン チ ェ ー ン セ
ク シ ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ３ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 両 方 の サ イ ド リ ン ク を 示 す 、 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面
部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 ピ ン が ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 を 有 す る 、 図 ２ ３ ～ 図 ２ ５ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ
ン と 同 様 の 別 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ６ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 ボ ル ト 式 ピ ン を さ ら に 詳 細 に 示 す た め に サ イ ド リ ン ク の １ つ を 取 り 外 し て 示 す
、 ボ ル ト 式 ピ ン が チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン に 回 転 不 可 能 に 位 置 す る 、 図 ２ ３ ～ 図 ２ ７ の チ ェ ー
ン セ ク シ ョ ン と 同 様 の 別 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ８ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 図 ２ ８ お よ び 図 ２ ９ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 ボ ル ト 式 ピ ン が ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 を 有 す る 、 図 ２ ８ ～ 図 ３ ０ の チ ェ ー ン
セ ク シ ョ ン と 同 様 の 別 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 図 ３ １ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 ピ ン の シ ャ フ ト 部 の 周 り に 玉 部 材 が 成 形 さ れ て い る 、 本 発 明 に よ る 玉 お よ び ソ
ケ ッ ト チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ３ ３ の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 本 発 明 に よ る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ ６ 】 ピ ン の シ ャ フ ト 部 お よ び 玉 部 材 の 周 り に ス リ ー ブ が 成 形 さ れ て い る 、 本 発 明 に
よ る 別 の 玉 お よ び ソ ケ ッ ト チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 ピ ン の ほ ぼ 円 筒 状 の シ ャ フ ト 部 の 上 に ほ ぼ 円 筒 状 の ス リ ー ブ が 成 形 さ れ て い る
、 本 発 明 に よ る チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 セ ン タ ー リ ン ク の 各 端 に プ ラ ス チ ッ ク イ ン サ ー ト を 有 す る 、 本 発 明 に よ る 別 の
チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の セ ン タ ー リ ン ク お よ び ピ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 セ ン タ ー リ ン ク の 各 端 に プ ラ ス チ ッ ク イ ン サ ー ト を 有 し 、 ピ ン の シ ャ フ ト に 玉
部 材 が 形 成 さ れ て い る 、 本 発 明 に よ る 別 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 セ ン タ ー リ ン ク の 各 端 に 丸 形 の プ ラ ス チ ッ ク イ ン サ ー ト を 有 し 、 か つ ピ ン の 凹
状 ま た は 狭 小 シ ャ フ ト を 有 す る 、 本 発 明 に よ る 別 の チ ェ ー ン セ ク シ ョ ン の 側 面 部 分 断 面 図
で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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